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駒村圭吾教授略歴・主要業績

駒
村
圭
吾
教
授
略
歴

Ⅰ　

学
歴

一
九
八
〇
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
入
学

一
九
八
四
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

一
九
八
四
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

一
九
八
六
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

一
九
八
六
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
学
専
攻
博
士
課
程
入
学

一
九
八
九
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

二
〇
〇
〇
年　
　

博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
取
得
（
同
年
一
一
月
一
七
日
）

Ⅱ　

慶
應
義
塾
専
任
就
任
前
の
職
務
経
歴

一
九
八
九
年
～
一
九
九
三
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
研
究
員

一
九
八
九
年
～
一
九
九
三
年　
　

東
京
文
化
短
期
大
学
講
師
（
非
常
勤
）

一
九
九
〇
年
～
一
九
九
三
年　
　

山
梨
大
学
教
育
学
部
講
師
（
非
常
勤
）

一
九
九
三
年
～
一
九
九
七
年　
　

白
鷗
大
学
法
学
部
専
任
講
師

一
九
九
三
年
～
二
〇
〇
三
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
講
師
（
非
常
勤
）
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一
九
九
七
年
～
二
〇
〇
一
年　
　

白
鷗
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
九
八
年
～
二
〇
〇
三
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
講
師
（
非
常
勤
）

一
九
九
八
年
～
二
〇
〇
〇
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
講
師
（
非
常
勤
）

一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
二
年　
　

栃
木
県
佐
野
市
情
報
公
開
審
査
委
員
会
委
員
長

二
〇
〇
一
年
～
二
〇
〇
三
年　
　

白
鷗
大
学
法
学
部
教
授

二
〇
〇
二
年
（
一
年
間
）　　
　

自
治
医
科
大
学
・
遺
伝
子
解
析
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
委
員

Ⅲ　

慶
應
義
塾
専
任
就
任
後
の
職
務
経
歴
（
塾
内
）

二
〇
〇
三
年
～
二
〇
〇
五
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

二
〇
〇
四
年
～
二
〇
〇
五
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
助
教
授

二
〇
〇
五
年
～
現
在　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

二
〇
〇
五
年
～
二
〇
一
四
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
教
授

二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
二
年　
　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営
委
員
会
委
員
長

二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
二
年　
　

大
学
評
議
会
委
員

二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
二
年　
　

法
学
部
長
補
佐

二
〇
一
二
年
～
二
〇
一
三
年　
　

慶
應
義
塾
高
等
学
校
長

二
〇
一
三
年
～
二
〇
二
一
年　
　

慶
應
義
塾
常
任
理
事 （
総
務
・
法
務
・
個
人
情
報
保
護
・
卒
業
生
・
学
生
生
活
等
を
主
担
当
）

二
〇
一
六
年
～
二
〇
一
八
年　
　

慶
應
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
K
G
R
I
）
所
長
（
初
代
）

二
〇
二
一
年
～
現
在　
　
　
　
　

三
田
評
論
編
集
委
員
会
委
員

二
〇
二
三
年
～
二
〇
二
五
年　
　

慶
應
法
学
会
幹
事
長

二
〇
二
四
年
～
現
在　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学X

 D
ignity

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
長
な
ら
び
に
ア
ド
バ
イ
サ
リ
ー
ボ
ー
ド
メ
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ン
バ
ー

Ⅳ　

慶
應
義
塾
専
任
就
任
後
の
職
務
経
歴
（
塾
外
）

二
〇
〇
五
年
～
二
〇
〇
七
年　
　

文
化
庁
海
外
宗
教
事
情
調
査
委
員
会
委
員

二
〇
〇
八
年
～
二
〇
〇
九
年　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
（
東
ア
ジ
ア
研
究
所
）
訪
問
研
究
員

二
〇
〇
九
年
～
二
〇
一
〇
年　
　

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
（
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
／
ウ
エ
ザ
ー
ヘ
ッ
ド
国
際
関
係
研
究
所
）
訪
問

研
究
員

二
〇
一
〇
年
～
現
在　
　
　
　
　

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
憲
法
改
正
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
諮
問
委
員
会
委
員

二
〇
一
四
年
～
二
〇
一
八
年　
　

大
学
基
準
協
会 

分
科
会
委
員

二
〇
一
四
年
～
二
〇
二
〇
年　
　

文
部
科
学
省 

大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会 

学
校
法
人
分
科
会
委
員

二
〇
一
五
年
～
二
〇
二
四
年　
　

文
部
科
学
省 

大
学
運
営
調
査
委
員
会
委
員

二
〇
一
五
年
～
二
〇
二
一
年　
　

慶
應
＝
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
こ
の
国
の
か
た
ち
』
共
同
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

二
〇
一
五
年
～
現
在　
　
　
　
　

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
（
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
）
リ
サ
ー
チ
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

二
〇
二
〇
年
～
現
在　
　
　
　
　

大
学
基
準
協
会 
大
学
評
価
委
員
会
委
員
・
分
科
会
主
査

二
〇
二
一
年
～
現
在　
　
　
　
　

J
S
T
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
事
業
（
目
標
1
）
課
題
推
進
者

二
〇
二
二
年
～
二
〇
二
五
年　
　

令
和
国
民
会
議
（
令
和
臨
調
）・
第
1
部
会
「
統
治
構
造
」
委
員

二
〇
二
二
年
～
現
在　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
・
野
島
財
団
理
事

※
他
に
、
非
常
勤
先
と
し
て
、
筑
波
大
学
法
科
大
学
院
、
東
京
大
学
教
養
学
部
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
科
、
等
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Ⅴ　

主
な
所
属
学
会

一
九
八
九
年
～
現
在　
　

比
較
憲
法
学
会
会
員

一
九
九
三
年
～
現
在　
　

日
本
公
法
学
会
会
員

一
九
九
三
年
～
現
在　
　

日
米
法
学
会
会
員

二
〇
〇
三
年
～
現
在　
　

憲
法
理
論
研
究
会
会
員

二
〇
〇
三
年
～
現
在　
　

全
国
憲
法
研
究
会
会
員
（
二
〇
〇
七
年
～
現
在
：
運
営
委
員
会
委
員
、
二
〇
二
一
年
～
二
〇
二
二
年
：
代
表
）

二
〇
一
九
年
～
現
在　
　

M
em

ber of the International Society of Public Law

（ICO
N

-S

）
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駒
村
圭
吾
教
授
主
要
業
績

０　

英
文
業
績
・
英
語
に
よ
る
口
頭
発
表
等

共
編
著
・
共
著
（chapter contribution

は
次
の
「
論
文
等
」
に
掲
記
）

1.	
H

ELEN H
A

RD
A

CRE, T
IM

O
T

H
Y S. G

EO
RGE, K

EIGO K
O

M
A

M
U

RA, A
N

D F
RA

N
ZISK

A S
ERA

PH
IM eds., J A

PA
N

ESE C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L 
R

EV
ISIO

N
ISM A

N
D C

IV
IC A

CT
IV

ISM

（Lexington Books, 2021

）【
共
編
著
】

2.	
A

N
A M

A
RIA D

’Á
V

ILA L
O

PES, S
EBA

ST
IA

N S
M

A
RT, K

EIGO K
O

M
A

M
U

RA eds., N
EU

RO
LA

W: L
EGA

L I M
PA

CT
S O

F N
EU

RO
T

ECH
N

O
LO

GY

（Livraria D
o A

dvogado Editora, 2025
）（online publication

）【
共
編
著
】

論
文
等

1.	
K

eigo K
om

am
ura, Legitim

acy of the Constitution of Japan : R
edux

（an occasional paper for the Program
 on 

U
.S. Japan Relations, H

arvard U
niversity, 2010

）【
単
著
】

2.	
K

eigo K
om

am
ura, T

he U
nbearable Lightness of O

ur Constitution, A
sia U

nbound

（A
ugust 17, 2016

）（Council 
on Foreign Relations

）【
単
著
】

3.	
K

eigo K
om

am
ura, D

iversity of Political O
pinions and the Concentration of M

edia in Japan, ICCLP Publications 
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N

o.11 Japanese Reports for X
V

III th International Congress of Com
parative Law

（W
ashington, 25� July - 1�  

A
ugust 2010

）（International Center for Com
parative Law

 and Politics, Graduate School of Law
 and Politics, 

the U
niversity of T

okyo, 2011

）【
単
著
】

4.	
K

eigo K
om

am
ura, Constitution and N

arrative in the A
ge of Crisis in Japanese Politics, 26� W

ash. Int. L.J. 75�  
（2017
） 【
単
著
】

5.	
K

eigo K
om

am
ura, Privacy’s Past: T

he A
ncient Concept and Its Im

plications for the Current Law
 of Privacy, 96� 

W
ash. U

. L. Rev. 1337

（2019

）【
単
著
】

6.	
K

eigo K
om

am
ura w

ith Satoshi Y
okodaido and M

ai Sugaya, Japan, in T
he International R

eview
 of 

Constitutional Reform
 2020

【
共
著
】

7.	
K

eigo K
om

am
ura, A

rticle 9� M
eets Civic A

ctivism
: R

eflection on the Sunagaw
a Case, in H

ELEN H
A

RD
A

CRE, 
T

IM
O

T
H

Y S. G
EO

RGE, K
EIGO K

O
M

A
M

U
RA, A

N
D F

RA
N

ZISK
A S

ERA
PH

IM eds., J A
PA

N
ESE C

O
N

ST
IT

U
T

IO
N

A
L R

EV
ISIO

N
ISM A

N
D C

IV
IC 

A
CT

IV
ISM

（Lexington Books, 2021
）【
単
著
】

8.	
K

eigo K
om

am
ura w

ith Satoshi Y
okodaido, M

ai Sugaya and M
asatoshi K

okubo, Japan, in T
he International 

Review
 of Constitutional Reform

 2021
【
共
著
】

9.	
K

eigo K
om

am
ura w

ith Satoshi Y
okodaido, M

ai Sugaya and M
asatoshi K

okubo, Japan, in T
he International 

Review
 of Constitutional Reform

 2022

【
共
著
】

10.	
K

eigo K
om

am
ura w

ith Satoshi Y
okodaido, M

ai Sugaya and M
asatoshi K

okubo, Japan, in T
he International 

Review
 of Constitutional Reform

 2023

【
共
著
】

11.	
K

eigo K
om

am
ura, Im

posed R
evolution?: “A

ugust R
evolution,” “Im

posed Constitution,” and the Identity of the 
Constitution of Japan, in R

A
N H

IRSCH
L &

 Y
A

N
IV R

O
ZN

A
I eds., D

ECIPH
ERIN

G T
H

E G
EN

O
M

E O
F C

O
N

ST
IT

U
T

IO
N

A
LISM: T

H
E 

F
O

U
N

D
A

T
IO

N
S A

N
D F

U
T

U
RE O

F C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L I D
EN

T
IT

Y

（Com
parative Constitutional Law

 and Policy

）（Cam
bridge 
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U
niversity Press, 2024

）【
単
著
】

12.	
K

eigo K
om

am
ura, N

eurolaw
 in A

ction: T
ow

ard to the N
earest Future of Law

 and N
euroscience, in A

N
A

 M
A

RIA 
D

’Á
V

ILA L
O

PES, S
EBA

ST
IA

N S
M

A
RT, K

EIGO K
O

M
A

M
U

RA eds., N
EU

RO
LA

W: L
EGA

L I M
PA

CT
S O

F N
EU

RO
T

ECH
N

O
LO

GY

（Livraria 
D

o A
dvogado Editora, 2025

）（online publication

） 【
単
著
】

13.	
K

eigo K
om

am
ura, T

he Interaction of the Constitution and the Civil Code in Japan, 55� H
ong K

ong Law
 Journal 

part 2� （2025
）【
単
著
】

14.	
K

eigo K
om

am
ura, Constitutionalism

 in Crisis / D
em

ocracy in A
ction, in M

A
RK A

. G
RA

BER A
N

T
O

N
IA

 B
A

RA
GGIA

 

M
A

RK T
U

SH
N

ET S
A

N
FO

RD L
EV

IN
SO

N eds., C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L D
EM

O
CRA

CY I N C
RISIS? II 

（O
xford U

niversity Press

）

（forthcom
ing

）【
単
著
】

シ
ン
ポ
や
研
究
会
で
の
口
頭
発
表
等
（
主
要
な
も
の
の
み
。
国
内
で
行
っ
た
英
語
で
の
口
頭
発
表
は
Ⅷ
参
照
）

1.	
K

eigo K
om

am
ura, T

he Birth of Japan’s Postw
ar Constitution and Its Legitim

acy, at A
ssociate W

orkshop of 
T

he Program
 on U

S-Japan Relations 

（Reischauer Institute, H
arvard U

niversity, Cam
bridge, M

A
, U

SA

）

（M
arch 2, 2010

）

2.	
K

eigo K
om

am
ura, Legitim

acy of the Constitution of Japan: R
edux, Special Lecture 

（Y
onsei U

niversity, Seoul, 
RO

K

）（A
pril 22, 2011

）

3.	
K

eigo K
om

am
ura, T

he Second N
ation-Building for Japan in the 21

th Century, at T
he 4

th A
sian Constitutional 

Law
 Forum

: M
ajor Constitutional D

evelopm
ents in A

sia in the First D
ecade of the 21st Century 

（U
niversity 

of H
ong K

ong, H
ong K

ong, China

）（D
ecem

ber 16, 2011

）

4.	
K

eigo K
om

am
ura, B

reak A
w

ay From
 the P

ostw
ar R

egim
e: A

 C
ritical R

eview
 on P

rim
e M

inister A
be’s 
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Challenge to Constitutionalism

 in Japan, at T
he 40

th A
nniversary Conference of Reischauer Institute of 

Japanese Studies

（H
arvard U

niversity, Cam
bridge, M

A
, U

SA

）（Septem
ber 26, 2013

）

5.	
K

eigo K
om

am
ura, T

he R
ight to Collective Self-D

efense in the 7.1 Cabinet D
ecision, at Japan Forum

: Strategic 
D

ilem
m

as: Constitutional Revision and Japanese Politics

（Japan Forum
, H

arvard U
niversity, Cam

bridge, M
A

, 
U

SA
）（N

ovem
ber 14, 2014

）

6.	
K

eigo K
om

am
ura, Constitution and N

arrative in the A
ge of Crisis in Japanese Politics, at U

W
 T

ranspacific 
Roundtable on Com

parative Constitutional Law

（U
niversity of W

ashington School of Law
, Seattle, W

A
, U

SA

）

（January 14, 2016
）

7.	
K

eigo K
om

am
ura, H

iding: A
nother A

spect of Infringem
ents on the M

inority R
ights in Japan, at H

um
an Rights 

Conference

（U
niversity of M

ichigan, A
nn A

rbor, M
I, U

SA

）（M
arch 24, 2017

）

8.	
K

eigo K
om

am
ura, “Constitutional A

m
endm

ent” and “Constitutional Change” of the Constitution of Japan, at 
the 6

th International Sym
posium

 of the Constitutional Research Institute: “Changes in Constitutional Reality 
and Constitutional A

m
endm

ent – International Com
parative Studies in T

heory and Experience 

（the 6
th 

Sym
posium

 of Constitutional Research Institute

）（Constitutional Research Institute of the Constitutional 
Court of K

orea

）（D
ecem

ber 7-8, 2017
）

9.	
K

eigo K
om

am
ura, T

he Constitutional Law
 of the Postw

ar Japan: Legitim
acy, H

istory, and Challenge to Com
e, 

at Sum
m

er School of T
he U

niversity of T
urin - K

eio U
niversity - Collegio Carlo A

lberto

（U
niversity of T

urin, 
T

orino, Italy

）（Septem
ber 10, 2018

）

10.	
K

eigo K
om

am
ura, Constitutional A

m
endm

ent as a Political Com
pensation for D

em
ocratic D

efect: Prim
e 

M
inster Shinzo A

be’s Challenge and its Paradoxical E
ffects, at T

he Panel: T
he Constitutional M

om
ent in Japan: 

Its Contextual and U
niversal Characters

（ICO
N

-S 2019 A
nnual Conference

）（Pontificia U
niversidad Católica, 
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Cam
pus Casa Central, Santiago, Chile

）（July 3, 2019

）

11.	
K

eigo K
om

am
ura, Challenge From

 N
eurotech in O

ur Society: Legal Perspective on N
euroscience and the 

Future T
echnology Frontier, at D

epartm
ent of M

edical H
um

anities and Social Science, Y
onsei U

niversity 
Collage of M

edicine

（Y
onsei U

niversity, Seoul, RO
K

） （O
ctober 16, 2023

）

12.	
K

eigo K
om

am
ura, A

n E
nsem

ble of Constitutional Law
 and Civil Code in Japan, at W

orkshop T
he Constitution 

and the Civil Code

（U
niversity of H

ong K
ong, T

he Faculty of Law
, H

ong K
ong, China

）（January 11-13, 
2024

）

13.	
K

eigo K
om

am
ura, N

euroenhancem
ent G

overnance in Japan, at 2024 A
nnual Conference of International 

N
euroethics Society

（IN
S, Baltim

ore, M
D

, U
SA

）（A
pril 18, 2024

）

14.	
K

eigo K
om

am
ura, Com

m
ent on Professor K

oichiro K
okubun “Constitutional N

arrative”, at D
em

ocratization 
and D

em
ocracy: T

houghts and Experiences of the Postw
ar K

orea and Japan （Y
onsei U

niversity, Seoul, RO
K

）

（A
pril 26, 2024

）

15.	
K

eigo K
om

am
ura, Braintech, H

um
an Being, and the Constitution: Legal/E

thical Perspectives on N
euroscience, 

at T
he Panel: Braintech, H

um
an Being, and the Constitution: Legal/Ethical Perspectives on N

euroscience

（ICO
N

-S 2024 A
nnual Conference, IE U

niversity Law
 School, M

adrid, Spain

）（July 9, 2024

）

16.	
K

eigo K
om

am
ura, Com

m
ent of U

N
-H

R
C R

eport, at T
he Session on U

N
 H

RC Report on N
eurotechnology

（H
ybrid M

ind Conference, Cam
pus Biotech, Geneva, Sw

itzerland

）（O
ctober 17, 2024

）

17.	
K

eigo K
om

am
ura, Braintech, H

um
an Being, and the Future of the D

ebate on N
eurorights, at III Sem

inario 
Internacional D

a Rede Internacional D
e N

eurodireito E D
ireitos H

um
anos

（via Zoom
, Brazil

）

18.	
K

eigo K
om

am
ura, T

he Current State of Postw
ar Liberalism

 A
fter 80� Y

ears - H
ow

 do “w
e” recover from

 the 
chronic disease of the M

eiji R
egim

e?, at the Y
onsei U

niversity 140
th A

nniversary Conference

（Y
onsei 



472

法学研究 99 巻 3 号（2026：3）
U

niversity, Seoul, RO
K

）（M
ay 17, 2025

） 

19.	
K

eigo K
om

am
ura, Constitutionalism

 in Crisis/D
em

ocracy in A
ction?: W

hy O
nly Japan Is Q

uiet W
hen the 

W
orld G

oes Crazy, at 2025 M
aestro Lectures

（D
ay 1� 

）（A
cadem

ia Sinica, T
aipei, T

aiw
an

）（M
arch 11, 2025

）

20.	
K

eigo K
om

am
ura, N

eurotech and the T
w

o V
iew

s of H
um

an Being: H
ow

 Should “N
eurolaw

” Prepare for the 
T

ech-Challenge, at 2025 M
aestro Lectures

（D
ay 2� 

）（N
ational T

aiw
an U

niversity, T
aipei, T

aiw
an

）（M
arch 12, 

2025

）.

21.	
K

eigo K
om

am
ura, Constitutionalism

 in Crisis: T
he D

eath and R
ebirth of the Postw

ar Constitution of Japan, at 
T

aipei Com
parative Constitutional Law

 Roundtable （A
cadem

ia Sinica, T
aipei, T

aiw
an

）（M
ay 5-6, 2025

）

22.	
K

eigo K
om

am
ura, N

eurotech and its Basic Issues: Prelim
inary Considerations tow

ard N
eurolaw

, at K
orea-

Japan N
euroethics Sum

m
er Sym

posium

（D
ongguk U

niversity, Seoul, RO
K

）（July 18, 2025

）

Ⅰ　

単
著
・
単
編
著

1.	

駒
村
圭
吾
『
権
力
分
立
の
諸
相 

―
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
立
機
関
問
題
と
抑
制
・
均
衡
の
法
理
』（
南
窓
社
、
二
〇
〇
〇
年
）【
単

著
】

2.	

駒
村
圭
吾
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
法
理 

―
表
現
の
自
由
の
公
共
的
使
用
』（
嵯
峨
野
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）【
単
著
】

3.	

駒
村
圭
吾
『
憲
法
訴
訟
の
現
代
的
転
回 

―
憲
法
的
論
証
を
求
め
て
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）【
単
著
】

4.	

駒
村
圭
吾
編
著
『
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
判
決 

―
「
近
代
」
と
「
憲
法
」
を
読
み
解
く
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）【
単
編
著
】

5.	

駒
村
圭
吾
編
著
『Liberty 2.0 

―
自
由
論
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
は
あ
り
う
る
の
か
？
』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
三
年
）【
単
編
著
】

6.	

駒
村
圭
吾
『
主
権
者
を
疑
う 

―
統
治
の
主
役
は
誰
な
の
か
？
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
二
三
年
）【
単
著
】

7.	

駒
村
圭
吾
編
著
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー 

―T
he Future of A

nother M
onster ‘D

em
os’

（
怪
獣
化
す
る
プ
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ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
権
力
と
法
・
第
3
巻
）』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
四
年
）【
単
編
著
】

8.	
駒
村
圭
吾
編
著
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ブ
レ
イ
ン
ズ
の
法 

―
神
経
法
学
の
基
礎
と
事
例
研
究
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
五

年
）【
単
編
著
】

教
科
書
系

1.	

【
単
著
】『
新
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
憲
法
』（
東
京
法
経
学
院
出
版
、
一
九
九
〇
年
）

2.	

【
編
著
】『
プ
レ
ス
テ
ッ
プ
憲
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）（〔
第
二
版
〕
二
〇
一
八
年
、〔
第
三
版
〕
二
〇
二
一
年
、〔
第
四
版
〕

二
〇
二
四
年
）

Ⅱ　

共
著
・
共
編
著
（chapter contribution

は
「
論
文
」
参
照
）

1.	

小
山
剛
＝
駒
村
圭
吾
編
『
論
点
探
究 

憲
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）（〔
第
二
版
〕
二
〇
一
三
年
）【
共
編
著
】

2.	

駒
村
圭
吾
＝
山
本
龍
彦
＝
大
林
啓
吾
編
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
群
像 

―
理
論
家
編
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
〇
年
）【
共
編
著
】

3.	

駒
村
圭
吾
＝
鈴
木
秀
美
編
『
表
現
の
自
由
Ⅰ 

―
状
況
へ
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
一
年
）【
共
編
著
】

4.	

駒
村
圭
吾
＝
鈴
木
秀
美
編
『
表
現
の
自
由
Ⅱ 

―
状
況
か
ら
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
一
年
）【
共
編
著
】

5.	

駒
村
圭
吾
＝
中
島
徹
編
『
3
・
1
1
で
考
え
る
日
本
社
会
と
国
家
の
現
在
〔
新
・
総
合
特
集
シ
リ
ー
ズ
1 

別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
〕』

（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）【
共
編
著
】

6.	

池
上
彰
＝
大
石
裕
＝
片
山
杜
秀
＝
駒
村
圭
吾
＝
山
腰
修
三
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
甦
る
か
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五

年
）【
共
著
】

7.	

駒
村
圭
吾
＝
待
鳥
聡
史
編
『「
憲
法
改
正
」
の
比
較
政
治
学
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）【
共
編
著
】

8.	

長
谷
部
恭
男
＝
川
岸
令
和
＝
駒
村
圭
吾
＝
阪
口
正
二
郎
＝
宍
戸
常
寿
＝
土
井
真
一
『
注
釈
日
本
国
憲
法
』
全
4
巻
（
有
斐
閣
）
第
2
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巻
（
二
〇
一
七
年
）、
第
3
巻
（
二
〇
二
〇
年
）、
第
1
巻
・
第
4
巻
（
近
刊
）【
共
著
】

9.	

小
林
よ
し
の
り
＝
井
上
達
夫
＝
山
尾
志
桜
里
＝
駒
村
圭
吾
＝
曽
我
部
昌
裕
『
ゴ
ー
宣
〈
憲
法
〉
道
場
Ⅰ
白
帯
』（
毎
日
新
聞
出
版
、

二
〇
一
八
年
）【
共
著
】

10.	
駒
村
圭
吾
＝
待
鳥
聡
史
編
『
統
治
の
デ
ザ
イ
ン 

―
日
本
の
「
憲
法
改
正
」
を
考
え
る
た
め
に
』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
〇
年
）【
共
編

著
】

11.	

駒
村
圭
吾
＝
吉
見
俊
哉
編
『
戦
後
日
本
憲
政
史
講
義 

―
も
う
ひ
と
つ
の
戦
後
史
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
二
〇
年
）

12.	

島
薗
進 

他
全
一
三
名
（
駒
村
含
む
）『
宗
教
・
カ
ル
ト
・
日
本
』（
高
文
研
、
二
〇
二
四
年
）【
共
著
】

Ⅲ　

翻
訳

1.	

マ
ー
サ
・
ミ
ノ
ウ
（
荒
木
教
夫
＝
駒
村
圭
吾
訳
）『
復
讐
と
赦
し
の
あ
い
だ 

―
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
大
規
模
暴
力
の
後
で
歴
史
と
向
き

合
う
』（
信
山
社
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）

2.	

マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
（
駒
村
圭
吾
＝
鈴
木
正
彦
＝
松
本
雅
和
訳
）『
戦
争
を
論
ず
る 

─
正
戦
の
モ
ラ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
』

（
風
行
社
、
二
〇
〇
八
年
）

3.	

マ
ー
ク
・
リ
ラ
（
駒
村
圭
吾
解
説
＝
夏
目
大
訳
）『
リ
ベ
ラ
ル
再
生
宣
言
』（
早
川
書
房
、
二
〇
一
八
年
）

4.	

駒
村
圭
吾
＝
岡
田
順
太
＝
横
大
道
聡
訳
『
海
外
の
宗
教
事
情
に
関
す
る
調
査
報
告
書　

資
料
編
5　

ア
メ
リ
カ
宗
教
関
係
法
令
集
』

（
文
化
庁
、
二
〇
一
〇
年
）

5.	

キ
ム
・
ソ
ン
ホ
（
駒
村
圭
吾
訳
）「
未
来
完
了
形
で
戦
後
憲
法
を
読
む 

─
あ
る
ひ
と
つ
の
ア
ジ
ア
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
駒
村
圭

吾
＝
吉
見
俊
哉
編
著
『
戦
後
日
本
憲
政
史
講
義 

─
も
う
ひ
と
つ
の
戦
後
史
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
二
〇
年
）
三
五
九
―
三
八
一
頁

6.	

ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
（
駒
村
圭
吾
監
修
＝
山
本
朝
晶
訳
）『
国
家
に
モ
ラ
ル
は
あ
る
か
？ 

─
戦
後
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
外
交
政
策

を
採
点
す
る
』（
早
川
書
房
、
二
〇
二
一
年
）
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Ⅳ　

論
文
（
13
と
54
以
外
は
す
べ
て
単
著
）

1.	
「
ア
メ
リ
カ
放
送
法
制
に
お
け
る
「
公
平
原
則
」
の
衰
退 

―
表
現
の
自
由
論
の
一
環
と
し
て
」
慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
年
報
三

三
号
（
一
九
八
九
年
）
九
五
―
一
一
五
頁

2.	 


「
独
立
行
政
委
員
会
の
「
独
立
」
の
正
当
性 

―
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
例
の
動
向
と
現
状
」
法
学
政
治
学
論
究
第
三
号
（
一
九
八

九
年
）
四
五
―
七
四
頁

3.	

「M
orrison v. O

lson
事
件
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決 

―
大
統
領
の
公
務
員
解
任
権
と
独
立
行
政
機
関
」
憲
法
研
究
二
三
巻
（
一

九
九
一
年
）
三
六
―
五
一
頁

4.	

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
立
法
権
委
任
を
め
ぐ
る
議
論
の
一
動
向 

―
民
主
制
論
に
寄
せ
て
」
法
学
政
治
学
論
究
第
九
号
（
一
九

九
一
年
）
三
三
―
六
七
頁

5.	

「
独
立
機
関
に
対
す
る
大
統
領
の
公
務
員
解
任
権
の
限
界 

―
合
衆
国
最
高
裁
判
例
の
新
展
開
と
そ
の
意
味
す
る
も
の
」
法
学
政
治
学

論
究
第
一
〇
号
（
一
九
九
一
年
）
四
七
―
七
五
頁

6.	

「
表
現
の
自
由
の
「
価
値
」・「
機
能
」・「
成
立
条
件
」 

―
「
優
先
的
地
位
論
」・「
思
想
の
自
由
市
場
論
」
の
再
検
討
に
向
け
て
の
序

論
的
考
察
」
慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
年
報
三
七
号
（
一
九
九
一
年
）
九
九
―
一
二
三
頁

7.	

「
独
立
機
関
に
お
け
る
「
独
立
性
」
概
念
の
検
討 

―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
独
立
規
制
委
員
会
等
の
権
力
分
立
上
の
位
置
付
け

を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
と
し
て
」
法
学
政
治
学
論
究
第
一
四
号
（
一
九
九
二
年
）
三
一
―
六
五
頁

8.	

「
行
革
審
版
「
証
券
金
融
検
査
委
員
会
」
に
異
議
あ
り
」
知
識
一
二
二
号
（
一
九
九
二
年
）
九
八
―
一
〇
四
頁

9.	

「
表
現
の
自
由
の
経
済
学
的
分
析 

―
い
わ
ゆ
る
「
法
と
経
済
学
」
的
手
法
の
憲
法
学
的
領
域
へ
の
応
用
可
能
性
」
慶
應
義
塾
大
学
新

聞
研
究
所
年
報
四
〇
号
（
一
九
九
三
年
）
七
三
―
一
〇
四
頁

10.	

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
「
立
法
権
委
任
法
理
」
の
展
開
（
1
）
〜
（
2
・
完
） 

―
合
衆
国
最
高
裁
判
例
の
動
向
と
法
理
の
実

態
が
意
味
す
る
も
の
」
法
学
研
究
六
七
巻
三
号
二
五
―
六
六
頁
、
同
四
号
（
一
九
九
四
年
）
三
五
―
六
六
頁
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11.	

「「
生
命
・
人
間
・
倫
理
」
の
憲
法
論
（
1
）
〜
（
3
） 

―
「
中
絶
の
自
由
」・「
延
命
治
療
拒
否
権
」
が
提
起
し
た
倫
理
的
問
題
に
関

す
る
憲
法
学
的
考
察
」
白
鷗
法
学
一
号
（
一
九
九
四
年
）
一
四
七
―
一
九
一
頁
、
同
三
号
九
九
―
一
四
一
頁
、
同
四
号
（
以
上
一
九

九
五
年
）
八
一
―
一
一
三
頁

12.	
「
リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド
を
め
ぐ
っ
て 

―
我
が
国
と
欧
米
の
法
文
化
の
基
層
の
同
定
に
向
け
て
」
白
鷗
法
学
二
号
（
一
九
九
四
年
）

一
九
七
―
二
一
二
頁

13.	

渡
辺
忠
＝
河
原
文
敬
＝
駒
村
圭
吾
＝
本
村
雅
一
「
国
家
・
道
徳
・
中
立
性
（
1
）
〜
（
2
・
完
） 

―
Ｓ
・
Ａ
・
ガ
ー
ド
バ
ウ
ム
論
文

を
き
っ
か
け
に
」
白
鷗
法
学
五
号
二
八
七
―
三
二
〇
頁
、
同
六
号
（
以
上
一
九
九
六
年
）
三
二
一
―
三
四
二
頁　
【
共
著
】

14.	

「
独
立
機
関
と
権
力
分
立
、
そ
の
総
括 

―
「
関
数
と
し
て
の
権
力
分
立
」
の
観
点
か
ら
」
白
鷗
法
学
六
号
（
一
九
九
六
年
）
一
四
七

―
二
〇
一
頁

15.	

「
公
民
的
共
和
制
構
想
と
価
値
衝
突 

―
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
を
超
え
て
」
白
鷗
法
学
九
号
（
一
九
九
七
年
）
八
五
―
一
四
六
頁

16.	

「
権
力
分
立
論
の
諸
相
と
総
合 
―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
論
争
の
整
理
と
「
抑
制
・
均
衡
」
法
理
の
再
評
価
」
白
鷗
法
学
一
一

号
（
一
九
九
八
年
）
一
―
一
一
二
頁

17.	

「
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
議
会
」
堀
江
湛
編
『
統
治
シ
ス
テ
ム
と
国
会 

（
信
山
社
叢
書
・
国
会
を
考
え
る
：
1
）』（
信
山
社
、
一
九
九
九

年
）
一
七
七
―
一
九
六
頁

18.	

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
立
行
政
機
関
と
権
力
分
立 
―
中
央
銀
行
の
独
立
性
の
理
論
的
基
礎
に
向
け
て
」
白
鷗
法
学
一
六
号
（
二
〇

〇
〇
年
）
三
一
―
五
四
頁

19.	

「
寛
容
の
論
法 

―
善
の
解
釈
的
開
放
性
」
今
井
弘
道
編
『
新
・
市
民
社
会
論
』（
風
行
社
、
二
〇
〇
一
年
）
三
二
九
―
三
五
四
頁

20.	

「「
表
現
の
自
由
の
公
共
的
使
用
」 

―
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
人
権
享
有
主
体
性
を
中
心
に
」
法
政
論
叢
三
七
巻
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）

一
五
―
二
二
頁

21.	

「「
改
憲
」
か
ら
「
立
憲
」
へ 

―
憲
法
附
属
法
改
革
で
改
憲
は
完
結
す
る
」
改
革
者
四
九
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
二
六
―
二
八
頁

22.	

「
情
報
空
間
に
お
け
る“Public”

の
概
念 

―
ア
メ
リ
カ
の
デ
ジ
タ
ル
・
テ
レ
ビ
規
制
」
比
較
憲
法
学
研
究
一
四
号
（
二
〇
〇
二
年
）
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一
―
二
五
頁

23.	
「
表
現
の
自
由
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー 

―
モ
デ
ル
小
説
を
め
ぐ
っ
て
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
六
五
号
（
二
〇
〇
二
年
）
六
―
九
頁

24.	
「
内
閣
の
機
能
強
化
と
「
改
憲
論
」
の
距
離 

―
改
憲
に
よ
る
首
相
公
選
制
よ
り
も
ま
ず
、
議
院
内
閣
制
の
本
来
の
あ
り
方
を
回
復
す

る
こ
と
が
先
決
〔
政
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
憲
法
研
究
委
員
会
」
リ
レ
ー
連
載 

憲
法
を
考
え
る
（
7
）〕」
改
革
者
五
〇
二
号
（
二
〇
〇

二
年
）
四
八
―
五
一
頁

25.	

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
法
と
倫
理 

―
批
判
者
の
倫
理
の
再
設
定
を
」
新
聞
研
究
六
一
八
号
（
二
〇
〇
三
年
）
四
三
―
四
六
頁

26.	

「
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
・
立
憲
主
義 

―
個
人
情
報
保
護
を
原
理
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
」
法
政
論
叢
三
九
巻
二
号
（
二

〇
〇
三
年
）
五
七
―
六
六
頁

27.	

「
信
教
の
自
由
と
法
令
上
の
義
務
」
Ｌ
Ｓ
憲
法
研
究
会
編
『
プ
ロ
セ
ス
演
習
憲
法
』（
二
〇
〇
四
年
）
二
二
―
四
五
頁

28.	

「「
国
家
の
自
衛
権
」
と
い
う
虚
構 
―
「
虚
構
化
さ
れ
た
恐
怖
」
の
再
制
度
化
へ
向
け
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
〇
号
（
二
〇
〇
四

年
）
一
四
七
―
一
四
九
頁

29.	

「
根
岸
政
治
学
に
関
す
る
若
干
の
考
察 
―
私
的
回
顧
と
憲
法
学
か
ら
の
管
見
」
法
学
研
究
七
七
巻
一
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
五
七
―

九
八
頁

30.	

「
司
法
権
の
概
念
」「
違
憲
審
査
制
の
類
型
」「
憲
法
判
断
の
回
避
」
加
藤
一
彦
＝
只
野
雅
人
編
著
『
現
代
憲
法
入
門
ゼ
ミ
50
選
』（
北

樹
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
二
八
二
―
三
〇
二
頁

31.	

「
法
制
度
の
刷
新
と
市
民
社
会 

―
米
国
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
に
お
け
る
同
性
婚
論
争
の
帰
趨
」
公
共
政
策
研
究
五
号
（
二
〇
〇
五
年
）

九
六
―
一
〇
七
頁

32.	

「
道
徳
立
法
と
文
化
闘
争 

―
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
に
お
け
る
ソ
ド
ミ
ー
処
罰
法
関
連
判
例
を
素
材
に
」
法
学
研
究
七
八
巻
五
号
（
二
〇

〇
五
年
）
八
三
―
一
四
三
頁

33.	

「
基
本
的
人
権
の
観
念
（
1
） 

―
人
権
の
意
味
」
駒
村
圭
吾
＝
小
山
剛
編
『
論
点
探
究 

憲
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
二
〇
―

三
一
頁
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34.	

「
国
家
助
成
と
自
由
」
駒
村
圭
吾
＝
小
山
剛
編
『
論
点
探
究 

憲
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
一
六
八
―
一
八
〇
頁

35.	

「
立
法
行
為
の
違
憲
審
査
」
駒
村
圭
吾
＝
小
山
剛
編
『
論
点
探
究 

憲
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
三
二
一
―
三
三
一
頁

36.	
「
憲
法
の
意
義
」
駒
村
圭
吾
＝
小
山
剛
編
『
論
点
探
究 

憲
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
三
四
二
―
三
五
二
頁　

37.	
「
討
議
民
主
政
の
再
構
築 

―
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
「
合
意
モ
デ
ル
」
と
「
挑
戦
モ
デ
ル
」」
中
村
睦
男
＝
大
石
眞
編
『
立
法
の
実
務

と
理
論 
─
上
田
章
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
）
三
―
三
四
頁

38.	

「
信
教
の
自
由
と
法
令
上
の
義
務
」
Ｌ
Ｓ
憲
法
研
究
会
編
『
プ
ロ
セ
ス
演
習
憲
法
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
〇
六
年
）
二
二
―
四
五
頁

39.	

「
討
議
民
主
政
論
の
挑
戦
」
憲
法
問
題
一
七
号
（
二
〇
〇
六
年
）
九
五
―
一
〇
八
頁

40.	

「
新
聞
は
生
き
残
る
必
要
が
あ
る
の
か 

―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
存
在
意
義
を
憲
法
学
的
見
地
か
ら
考
察
す
る
」
新
聞
研
究
六
五
七
号

（
二
〇
〇
六
年
）
一
四
―
一
七
頁

41.	

「「
改
憲
」
よ
り
も
「
立
憲
」
を
」
法
政
論
叢
四
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
二
二
五
―
二
三
三
頁

42.	

「
憲
法
か
ら
み
る
〝
刑
事
シ
ス
テ
ム
の
民
営
化
〟 

―
仇
討
ち
の
復
活
か
ら
官
民
協
働
の
警
察
活
動
ま
で
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
一
九
号

（
二
〇
〇
六
年
）
二
六
―
二
九
頁

43.	

「
共
和
主
義
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
立
憲
主
義
の
死
か
再
生
か
」
井
上
達
夫
ほ
か
編
『
立
憲
主
義
の
哲
学
的
問
題
地
平
〔
岩
波
講
座 

憲
法 

第
1
巻
〕』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
一
二
七
―
一
五
〇
頁

44.	

「
法
制
度
か
ら
見
た
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
権
力
』」
大
石
裕
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
権
力
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
六
年
）
三
七

―
五
九
頁

45.	

「
警
察
と
市
民 

―
自
由
と
権
力
の
構
造
転
換
」
公
法
研
究
六
九
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
一
三
―
一
二
四
頁

46.	

「
自
由
な
社
会
の
2
つ
の
憂
鬱 

―
操
作
と
制
御
」
世
界
七
六
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
七
二
―
八
一
頁

47.	

「
特
別
永
住
者
の
法
的
地
位
と
「
帰
属
な
き
身
分
」
の
ゆ
く
え
〔
憲
法
の
解
釈
（
1
）（Round 1-1

法
的
地
位
と
人
権
）〕」
法
学
教

室
三
一
九
号
（
二
〇
〇
七
年
）
六
一
―
六
九
頁

48.	

「「
憲
法
の
留
保
」
と
権
力
の
変
容
〔
憲
法
の
解
釈
（
6
）（Round 2-3
）〕」
法
学
教
室
三
二
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
四
六
―
五
四
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49.	
「
自
己
決
定
権
の
射
程
」
小
山
剛
＝
新
井
誠
＝
山
本
龍
彦
編
『
憲
法
の
レ
シ
ピ
』（
尚
学
社
、
二
〇
〇
七
年
）
三
―
一
一
頁

50.	
「
非
司
法
作
用
と
裁
判
所 

―
「
事
件
性
の
擬
制
」
と
い
う
マ
ジ
ノ
線
〔
憲
法
の
解
釈
（
8
）（Round 3-2

客
観
訴
訟
）〕」
法
学
教

室
三
二
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
四
一
―
四
九
頁

51.	

「
仇
討
ち 
―
光
市
母
子
殺
害
事
件
の
被
害
者
遺
族
が
現
代
の
行
刑
シ
ス
テ
ム
に
投
げ
つ
け
た
「
報
復
の
論
理
」」
サ
ピ
オ
一
九
巻
二

六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
七
二
―
七
四
頁

52.	

「
ハ
ッ
チ
法
と
公
務
の
政
治
的
中
立
性 

―
「
封
印
」
さ
れ
た
2
つ
の
論
点
」
比
較
憲
法
学
研
究
二
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
九
―
四

五
頁

53.	

「
自
由
と
文
化 

―
そ
の
国
家
的
給
付
と
憲
法
的
統
制
の
あ
り
方
〔
憲
法
の
解
釈
（
10
）（Round 4-1

給
付
と
規
制
）〕」
法
学
教
室

三
二
八
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
四
―
四
二
頁

54.	

駒
村
圭
吾
＝
岡
田
順
太
＝
横
大
道
聡
＝
小
谷
順
子
「
第
5
章　

ア
メ
リ
カ
」
文
化
庁
編
『
海
外
の
宗
教
事
情
に
関
す
る
調
査
報
告

書
』（
二
〇
〇
八
年
）
一
八
五
―
二
三
一
頁
【
共
著
】

55.	

「「
メ
デ
ィ
ア
の
法
」
か
ら
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
法
」
へ 

―
近
時
の
憲
法
学
に
お
け
る
理
論
動
向
に
寄
せ
て
」
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
七
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
七
―
三
八
頁

56.	

「
憲
法
入
門 

―
解
釈
論
と
立
法
論
の
迷
路
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
三
巻
四
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
六
―
一
八
頁

57.	

「
日
本
国
憲
法
と
多
元
主
義 

―
主
権
と
人
権
・
再
訪
」
法
律
時
報
八
〇
巻
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
二
―
四
七
頁

58.	

「
宿
泊
拒
否
の
禁
止
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
公
法
学 

―
憲
法
22
条
の
審
査
枠
組
み
と
規
制
目
的
二
分
論
の
居
場
所
〔
憲
法
の
解
釈

（
16
）（Round 5-3

営
業
の
自
由
）〕」
法
学
教
室
三
三
四
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
三
―
四
五
頁

59.	

「
基
本
権
保
護
義
務
と
私
人
間
効
力
論
・
再
訪 

―
権
力
・
自
由
権
・
公
法
私
法
二
分
論
〔
憲
法
の
解
釈
（
18
）（Round 6-2

基
本

権
保
護
義
務
）〕」
法
学
教
室
三
三
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
八
―
五
九
頁

60.	

「
憲
法
的
論
証
に
お
け
る
「
法
律
の
留
保
」 

―
人
権
制
約
の
実
体
的
正
当
化
の
一
歩
手
前
で
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
三
巻
一
一
号
（
二
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〇
〇
八
年
）
一
三
―
一
七
頁

61.	

「「
視
線
の
権
力
性
」
に
関
す
る
覚
書 

―
監
視
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
め
ぐ
っ
て
」
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部
論
文
集

『
慶
應
の
法
律
学 

公
法
Ⅰ
』（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
、
二
〇
〇
八
年
）
二
八
三
―
三
二
三
頁

62.	
「
憲
法
的
論
証
に
お
け
る
厳
格
審
査
〔
憲
法
の
解
釈
（
20
）（Round 7-1

違
憲
審
査
基
準
論
）〕」
法
学
教
室
三
三
八
号
（
二
〇
〇
八

年
）
四
〇
―
五
二
頁

63.	

「
人
道
的
介
入
と
国
際
秩
序
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
七
八
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
四
―
一
一
三
頁

64.	

「
ロ
ー
・
ク
ラ
ス 
発
信 

憲
法
地
域
事
情
（
12
・
番
外
編
）　

ア
メ
リ
カ 

同
性
婚
論
争
と
ア
メ
リ
カ
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
四
巻
九
号

（
二
〇
〇
九
年
）
六
二
―
六
五
頁

65.	

「
大
統
領 

― “Y
es, W

e Can!” 

の
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ベ
ラ
ル
の
再
生
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
五
巻
三
号

（
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
―
一
三
頁

66.	

「
人
権
は
何
で
な
い
か 

―
人
権
の
境
界
画
定
と
領
土
保
全
」
井
上
達
夫
編
『
人
権
論
の
再
構
築
〔
講
座 

人
権
論
の
再
定
位 

第
5

巻
〕』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
〇
年
）
三
―
二
六
頁

67.	

「
国
家
と
文
化
〔
日
本
国
憲
法
研
究
（
9
）〕」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
〇
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
三
四
―
一
四
六
頁

68.	

「
信
教
の
自
由
と
法
令
上
の
義
務
」
Ｌ
Ｓ
憲
法
研
究
会
編
『
プ
ロ
セ
ス
演
習
憲
法
〔
第
三
版
〕』（
二
〇
一
〇
年
）
二
二
―
四
五
頁

69.	

「《
連
載
》
憲
法
訴
訟
の
現
代
的
転
回
（
1
）
〜
（
29
・
完
）」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
七
〇
〜
六
九
八
号
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
〜
二
〇

一
三
年
三
月
）

【
各
回
の
表
題
】
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
論
文
に
匹
敵
す
る
内
容
で
あ
る
た
め
各
回
の
タ
イ
ト
ル
を
掲
記
し
て
お
く
。

（
1
）「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン 

―
〝
三
重
苦
〟
を
超
え
て
」
六
七
〇
号
七
二
―
七
七
頁

（
2
）「
パ
タ
ー
ン
と
基
本
形
（
そ
の
1
）」
六
七
一
号
七
六
―
八
二
頁

（
3
）「
パ
タ
ー
ン
と
基
本
形
（
そ
の
2
）」
六
七
二
号
六
〇
―
六
六
頁

（
4
）「
憲
法
判
断
の
方
法
」
六
七
三
号
五
八
―
六
五
頁
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（
5
）「
イ
ン
タ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

―
小
括
の
た
め
の
総
合
演
習
」
六
七
四
号
六
八
―
七
五
頁

（
6
）「
三
段
階
審
査 

―
概
要
と
注
釈
」
六
七
五
号
六
六
―
七
三
頁

（
7
）「
順
序
の
問
題
？ 

―
三
段
階
審
査
論
へ
の
現
状
報
告
」
六
七
六
号
九
二
―
九
八
頁

（
8
）「
審
査
密
度
の
多
段
階
化
（
1
） 

―
合
理
性
と
必
要
性
の
審
査
」
六
七
七
号
五
六
―
六
三
頁

（
9
）「
審
査
密
度
の
多
段
階
化
（
2
） 

―
審
査
密
度
の
決
定
」
六
七
八
号
六
六
―
七
二
頁

（
10
）「
猿
払
基
準 
―
利
益
衡
量
審
査
」
六
七
九
号
六
二
―
六
八
頁

（
11
）「
イ
ン
タ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

―
国
旗
国
歌
規
律
斉
唱
拒
否
事
件
を
題
材
に
」
六
八
〇
号
八
四
―
九
〇
頁

（
12
）「
法
の
下
の
平
等
」
六
八
一
号
七
八
―
八
五
頁

（
13
）「
生
存
権
」
六
八
二
号
七
八
―
八
四
頁

（
14
）「
選
挙
権
と
選
挙
制
度
」
六
八
三
号
六
四
―
七
〇
頁

（
15
）「
財
産
権
」
六
八
四
号
六
八
―
七
五
頁

（
16
）「
イ
ン
タ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

―
選
挙
権
・
選
挙
制
度
・
平
等
を
題
材
に
」
六
八
五
号
五
八
―
六
五
頁

（
17
）「
表
現
の
自
由
を
め
ぐ
る
二
分
論 

―
「
間
接
的
・
付
随
的
制
約
論
」、
内
容
規
制
・
内
容
中
立
規
制
二
分
論
を
中
心
に
」
六
八

六
号
六
四
―
七
一
頁

（
18
）「
情
報
を
め
ぐ
る
権
利
と
制
度
（
そ
の
1
）」
六
八
七
号
一
〇
二
―
一
〇
九
頁

（
19
）「
情
報
を
め
ぐ
る
権
利
と
制
度
（
そ
の
2
）」
六
八
八
号
四
〇
―
四
八
頁

（
20
）「
権
利
か
、
制
度
か 

―
立
法
裁
量
論
へ
の
挑
戦
」
六
八
九
号
三
八
―
四
五
頁

（
21
）「
委
任
立
法
」
六
九
〇
号
四
九
―
五
五
頁

（
22
）「
私
人
間
効
力
」
六
九
一
号
六
〇
―
六
八
頁

（
23
）「
司
法
権
の
概
念
」
六
九
二
号
三
八
―
四
三
頁

（
24
）「
法
律
上
の
争
訟
」
六
九
三
号
五
〇
―
五
六
頁
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（
25
）「
第
三
者
の
権
利
の
援
用
」
六
九
四
号
三
八
―
四
三
頁

（
26
）「
合
憲
限
定
解
釈
と
部
分
違
憲 

―
お
よ
び
適
用
違
憲
に
つ
い
て
少
々
（
1
）」
六
九
五
号
三
八
―
四
二
頁

（
27
）「
合
憲
限
定
解
釈
と
部
分
違
憲 

―
お
よ
び
適
用
違
憲
に
つ
い
て
少
々
（
2
）」
六
九
六
号
三
八
―
四
五
頁

（
28
）「
論
証
を
組
み
立
て
る
」
六
九
七
号
四
四
―
五
一
頁

（
29
・
完
）「
さ
ら
ば
、
香
城
解
説
!? 

―
国
公
法
違
反
被
告
事
件
最
高
裁
判
決
と
憲
法
訴
訟
の
こ
れ
か
ら
」
六
九
八
号
四
六
―
五
三

頁

70.	

「
国
家
な
き
立
憲
主
義
は
可
能
か
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
二
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
一
―
二
八
頁

71.	

「
日
本
国
憲
法
と
多
元
主
義 

―
主
権
と
人
権
・
再
訪
」
辻
村
み
よ
子
＝
長
谷
部
恭
男
編
『
憲
法
理
論
の
再
創
造
』（
日
本
評
論
社
、

二
〇
一
一
年
）
五
一
―
六
二
頁

72.	

「
多
様
性
の
再
生
産
と
準
拠
枠
構
築 

―
情
報
空
間
に
お
け
る
「
自
由
の
論
理
」
と
「
統
治
の
論
理
」」
駒
村
圭
吾
＝
鈴
木
秀
美
編

『
表
現
の
自
由
Ⅰ 

―
状
況
へ
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
一
年
）
三
―
四
〇
頁

73.	

「
職
業
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
駒
村
圭
吾
＝
鈴
木
秀
美
編
『
表
現
の
自
由
Ⅱ 

─
状
況
か
ら
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
一
年
）
四

七
一
―
五
〇
九
頁

74.	

「
第
81
条
」
芹
沢
斉
＝
市
川
正
人
＝
阪
口
正
二
郎
編
『
新
基
本
法
コ
メ
ン
タ
ー
ル 

憲
法
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）
四
二
六

―
四
三
七
頁

75.	

「〝
震
源
地
〟
と
し
て
の
原
発
、〝
生
命
線
〟
と
し
て
の
情
報
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
八
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
―
三
頁

76.	

「
番
外
編
3　

同
性
婚
論
争
と
ア
メ
リ
カ
」
新
井
誠
＝
小
谷
順
子
＝
横
大
道
聡
編
著
『
地
域
に
学
ぶ
憲
法
演
習
』（
二
〇
一
一
年
）
二

九
四
―
三
〇
三
頁

77.	

「
信
教
の
自
由
と
法
令
上
の
義
務
」
Ｌ
Ｓ
憲
法
研
究
会
編
『
プ
ロ
セ
ス
演
習
憲
法
〔
第
四
版
〕』（
二
〇
一
二
年
）
二
二
―
四
五
頁

78.	

「「
意
味
の
秩
序
」
と
自
由
」
曽
我
部
真
裕
＝
赤
坂
幸
一
編
『
大
石
眞
先
生
還
暦
記
念
論
文
集 

憲
法
改
革
の
理
念
と
展
開
（
下
）』

（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
七
一
―
一
九
六
頁
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79.	
「
ポ
ス
ト
3
・
1
1
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

―
憲
法
学
の
情
報
系･

空
間
系
・
時
間
系
」
法
律
時
報
八
四
巻
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
―

三
頁

80.	
「「
意
味
の
秩
序
」
と
平
等
」
憲
法
理
論
研
究
会
編
『
危
機
的
状
況
と
憲
法
〔
憲
法
理
論
叢
書
20
〕』（
敬
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
一
二

九
―
一
九
六
頁

81.	

「M
ode of speech 

―R.A
.V

. v. City of St. Paul

事
件
判
決
に
お
け
る
ス
カ
リ
ア
法
廷
意
見
の
可
能
性
」
小
谷
順
子
ほ
か
編

『
現
代
ア
メ
リ
カ
の
司
法
と
憲
法 

―
理
論
的
対
話
の
試
み
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
二
―
三
六
頁

82.	

「
危
機
・
憲
法
・
政
治
の“Zone of T

w
ilight” 

―
鉄
鋼
所
接
収
事
件
判
決
に
お
け
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
補
足
意
見
の
解
剖
」
奥
平
康
弘

＝
樋
口
陽
一
編
『
危
機
の
憲
法
学
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
一
四
三
―
一
七
四
頁

83.	

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
投
票
権
保
障 

―
差
別
の
歴
史
と
未
完
の
民
主
化
革
命
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
一
六
―

一
二
三
頁

84.	

「
国
家
と
芸
術 

―
意
味
の
秩
序
と
自
由
」
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
成
果
報
告
書
別
冊
2
0
0
8–

2
0
1
2

『
芸
術
と
法
』（
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）
六
〇
―
六
九
頁

85.	

「
基
本
的
人
権
の
観
念
（
1
） 

―
人
権
の
意
味
」
駒
村
圭
吾
＝
小
山
剛
編
『
論
点
探
究 

憲
法
〔
第
二
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三

年
）
二
二
―
三
四
頁

86.	

「
国
家
助
成
と
自
由
」
駒
村
圭
吾
＝
小
山
剛
編
『
論
点
探
究 
憲
法
〔
第
二
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
一
八
四
―
一
九
七
頁

87.	

「
立
法
行
為
の
違
憲
審
査
」
駒
村
圭
吾
＝
小
山
剛
編
『
論
点
探
究 

憲
法
〔
第
二
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
三
五
八
―
三
七
二

頁

88.	

「
憲
法
の
意
義
」
駒
村
圭
吾
＝
小
山
剛
編
『
論
点
探
究 

憲
法
〔
第
二
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
三
八
五
―
三
九
五
頁

89.	

「
近
代
と
の
決
別
、
物
語
へ
の
回
帰 

―
自
民
党
「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」
は
い
か
な
る
意
味
で
〝
立
憲
主
義
の
危
機
〟
な
の
か
」

奥
平
康
弘
＝
愛
敬
浩
二
＝
青
井
未
帆
編
『
改
憲
の
何
が
問
題
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
―
四
九
頁

90.	

「
新
聞
の
公
共
性
と
は
何
か 

―
憲
法
学
の
観
点
か
ら
」
新
聞
研
究
七
四
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
六
八
―
七
一
頁
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91.	

「
憲
法
の
観
点
か
ら 

―
憎
悪
と
表
現
の
規
制
を
め
ぐ
っ
て
〔
特
集
1 

表
現
の
自
由
に
つ
い
て
の
権
利
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題
〕」
国

際
人
権
二
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
七
一
―
七
一
頁

92.	
「
さ
ら
ば
、
香
城
解
説
！？ 

―
平
成
24
年
国
公
法
違
反
被
告
事
件
最
高
裁
判
決
と
憲
法
訴
訟
の
こ
れ
か
ら
」
長
谷
部
恭
男
＝
安
西
文
雄

＝
宍
戸
常
寿
＝
林
知
更
編
『
高
橋
和
之
先
生
古
稀
記
念 

現
代
立
憲
主
義
の
諸
相
（
下
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
四
一
九
―
四

五
一
頁

93.	

「
国
家
・
教
師
・
生
徒 

―
国
旗
国
歌
起
立
斉
唱
事
件
「
意
見
書
」
補
遺
」
法
学
研
究
八
七
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
七
―
八
五
頁

94.	

「
熟
議
の
担
い
手
と
し
て
の
議
会
と
裁
判
所
」
西
原
博
史
編
『
立
法
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
〔
立
法
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
第
2
巻
〕』

（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
三
六
―
五
九
頁

95.	

「
安
保
法
案
と
〝
九
条
の
環
〟」
長
谷
部
恭
男
＝
杉
田
敦
編
『
安
保
法
制
の
何
が
問
題
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
一
三
―
二

九
頁

96.	

「
ロ
レ
ン
ス
か
ら
サ
ド
へ 

―
あ
る
い
は
、
文
学
裁
判
か
ら
憲
法
裁
判
へ
」
松
井
茂
記
＝
長
谷
部
恭
男
＝
渡
辺
康
行
編
『
自
由
の
法
理 

─
阪
本
昌
成
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
七
六
三
―
七
九
六
頁

97.	

「
同
性
婚
と
家
族
の
こ
れ
か
ら 

―
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
判
決
に
接
し
て
」
世
界
八
七
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
三
―
二
六
頁

98.	

「
7
・
1
閣
議
決
定
と
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
限
定
的
容
認 

―
日
本
型
法
文
統
治
の
「
歴
史
的
支
離
滅
裂
」」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

七
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
〇
―
一
〇
七
頁

99.	

「
憲
法
上
の
権
利
条
項
の
可
能
性 

―
裁
判
に
お
け
る
そ
の
活
用
を
め
ぐ
っ
て
」
自
由
と
正
義
六
七
巻
六
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
―
一

二
頁

100.	

「
憲
法
学
に
と
っ
て
の
「
憲
法
改
正
」」
駒
村
圭
吾
＝
待
鳥
聡
史
編
著
『「
憲
法
改
正
」
の
比
較
政
治
学
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）

一
九
―
三
八
頁

101.	

「
刑
事
手
続
上
の
人
権
、
そ
の
立
憲
主
義
的
課
題
〔
法
曹
実
務
に
と
っ
て
の
近
代
立
憲
主
義
（
7
）〕」
判
例
時
報
二
二
九
四
号
（
二

〇
一
六
年
）
三
―
一
〇
頁
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102.	
「
法
解
釈
の
技
術
」
と
「
文
化
現
象
の
真
実
」 

―
続
「
ロ
レ
ン
ス
か
ら
サ
ド
へ
」〔
国
家
と
法
の
基
本
問
題
（
15
）〕」
法
律
時
報
八
八

巻
一
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
四
―
八
九
頁

103.	
「
人
格
的
自
律
権
構
想
を
振
り
返
る 

―
憲
法
と
そ
の
外
部
」
公
法
研
究
七
八
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
―
二
四
頁

104.	

「
文
学
裁
判
と
ふ
た
つ
の
近
代
批
判 

―
「
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
」
事
件
判
決
」
駒
村
圭
吾
編
『
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
判
決 

―

「
近
代
」
と
「
憲
法
」
を
読
み
解
く
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
二
七
―
六
七
頁

105.	

「
§
19　

思
想
及
び
良
心
の
自
由
」
長
谷
部
恭
男
他
『
注
釈
日
本
国
憲
法
（
2
）
―

 

10-

24
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
二
六

二
―
二
九
八
頁

106.	

「
§
20　

信
教
の
自
由
」
長
谷
部
恭
男
他
『
注
釈
日
本
国
憲
法
（
2
）
―

 

10-

24
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
二
九
九
―
三
三

七
頁

107.	

「
言
葉
／
意
味
／
権
力
」
法
律
時
報
八
九
巻
五
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
―
一
一
頁

108.	

「
同
性
婚
訴
訟
と
憲
法
解
釈 

―O
bergefell v. H

odges

事
件
判
決
を
め
ぐ
っ
て
［
合
衆
国
最
高
裁
2
0
1
5
・
6
・
2
6
］」
ア

メ
リ
カ
法
二
〇
一
六–

二
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）
二
〇
九
―
二
三
四
頁

109.	

「「
法
の
支
配
」
v
s
「
Ａ
Ｉ
の
支
配
」」
法
学
教
室
四
四
三
号
（
二
〇
一
七
年
）
六
一
―
六
六
頁

110.	

「
刑
事
手
続
上
の
人
権
、
そ
の
立
憲
主
義
的
課
題
」
判
例
時
報
社
編
『
法
曹
実
務
に
と
っ
て
の
近
代
立
憲
主
義
』（
判
例
時
報
社
、
二

〇
一
七
年
）
一
三
七
―
一
五
七
頁

111.	

「
言
葉
／
意
味
／
権
力 

―
ト
ラ
ン
プ
の
場
合
、
天
皇
の
場
合
」
法
学
研
究
九
一
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
二
一
―
四
八
頁

112.	

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
賛
成
論
に
対
す
る
い
く
つ
か
の
疑
問 
―
憲
法
学
的
観
点
、
政
治
学
的
観
点
、
哲
学
的
観
点
の
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
」
金
沢
法
学
六
一
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
二
二
八
―
二
三
九
頁

113.	

「
民
主
主
義
へ
の
懐
疑
？
」
法
学
研
究
九
一
巻
一
二
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
一
六
―
一
三
二
頁

114.	

「
家
族
と
憲
法 

―
「
個
人
の
尊
重
」
と
「
個
人
の
尊
厳
」
に
寄
せ
て
」
憲
法
研
究
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
三
三
―
一
四
九
頁

115.	

「
§
27　

勤
労
の
権
利
等
」
長
谷
部
恭
男
他
『
注
釈
日
本
国
憲
法
（
3
） 

―

 
25-
64
』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
）
四
六
―
五
九
頁
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116.	

「
§
28　

勤
労
者
の
団
結
権
」
長
谷
部
恭
男
他
『
注
釈
日
本
国
憲
法
（
3
） 

―

 

25-

64
』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
）
六
〇
―
一
一

四
頁

117.	
「
§
43　

両
議
院
の
組
織
と
代
表
」
長
谷
部
恭
男
他
『
注
釈
日
本
国
憲
法
（
3
） 

―

 

25-

64
』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
）
五
一
九

―
五
六
七
頁

118.	

「
§
51　

議
員
の
発
言
・
表
決
の
免
責
」
長
谷
部
恭
男
他
『
注
釈
日
本
国
憲
法
（
3
） 

―

 

25-

64
』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
）
六

一
三
―
六
三
二
頁

119.	

「
憲
法
問
題
と
し
て
の
芸
術 

―
表
現
の
自
由
保
障
〝
生
誕
１
０
０
年
〟
に
寄
せ
て
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
五
巻
七
号
（
二
〇
二
〇
年
）

一
〇
―
一
六
頁

120.	

「
1
9
4
5
年
8
月
1
5
日
」
駒
村
圭
吾
＝
吉
見
俊
哉
編
著
『
戦
後
日
本
憲
政
史
講
義 

―
も
う
ひ
と
つ
の
戦
後
史
』（
法
律
文
化
社
、

二
〇
二
〇
年
）
一
―
二
六
頁

121.	

「「
忖
度
の
政
治
」
と
憲
法 

―
令
和
新
時
代
へ
の
序
章
」
駒
村
圭
吾
＝
吉
見
俊
哉
編
著
『
戦
後
日
本
憲
政
史
講
義 

―
も
う
ひ
と
つ
の

戦
後
史
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
二
〇
年
）
三
一
七
―
三
三
八
頁

122.	

「
主
権
と
人
権 

―
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
立
憲
主
義
構
想
に
寄
せ
て
」
庄
司
克
宏
＝
ミ
ゲ
ー
ル
・
マ
ド
ゥ
ー
ロ
編
『
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
）
一
七
〇
―
一
九
九
頁

123.	

「
報
道
も
取
材
も
「
自
由
」
で
は
な
い
〝
職
能
〟
を
〝
職
責
〟
に
高
め
て
こ
そ
」Journalism

三
七
六
号
（
二
〇
二
一
年
）
四
―
九

頁

124.	

「「
憲
法
の
危
機
（constitutional crisis

）」
に
つ
い
て
」
憲
法
問
題
（
全
国
憲
法
研
究
会
編
）
三
三
号
（
二
〇
二
二
年
）
一
〇
二

―
一
一
三
頁

125.	

「《
連
載
》 Law

 of IoB

：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ブ
レ
イ
ン
ズ
の
法
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
七
巻
四
号
（
二
〇
二
二
年
四
月
）
よ

り
連
載
開
始
。
同
六
九
巻
三
号
（
二
〇
二
四
年
三
月
）
ま
で
二
年
間
合
計
二
三
回
を
連
載
（
二
〇
二
五
年
七
月
単
行
書
化
）

126.	

「
立
憲
主
義
と
9
条
改
憲
」Law

 Journal

（
法
学
館
憲
法
研
究
所
編
）
二
七
号
（
二
〇
二
三
年
）
一
一
七
―
一
三
四
頁
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127.	
「
機
密
を
ど
う
報
じ
る
か 

―
問
わ
れ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
真
価
」Journalism

三
九
四
号
（
二
〇
二
三
年
）
六
四
―
六
九
頁

128.	
「M

ode of Expression

規
制
の
可
能
性 

―
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
と
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
メ
デ
ィ
ア
法
研
究

二
号
（
二
〇
二
三
年
）
二
七
―
四
七
頁

129.	

「
性
同
一
性
障
害
特
例
法
違
憲
決
定
と
「
性
」
の
多
様
性
」
先
例
研
究
（
日
本
司
法
書
士
会
）（
二
〇
二
四
年
）
一
九
―
二
八
頁

130.	

「
憲
法
に
お
け
る
「
私
益
」
と
「
公
益
」
の
距
離 

―
《
反
社
会
的
私
益
の
公
益
性
》
と
い
う
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
は
可
能
か
？
」
法
律
時

報
九
六
巻
二
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）
九
一
―
九
七
頁

131.	

「
個
人
の
消
失
（
ヒ
ト
へ
の
回
帰
）
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か 

―
計
算
論
的
人
間
観
の
台
頭
と
「
連
関
と
緊
張
」
の
近
未
来
」
法
律
時

報
九
六
巻
三
号
（
二
〇
二
四
年
）
九
〇
―
九
五
頁

132.	

「
現
代
立
憲
主
義
と
人
権
の
意
義
「
人
格
的
自
律
権
構
想
を
振
り
返
る
」
を
振
り
返
る 

―
佐
藤
幸
治
教
授
の
応
答
に
触
発
さ
れ
て
認

め
る
消
息
」
書
斎
の
窓
六
九
三
号
（
二
〇
二
四
年
）
五
五
―
六
一
頁

133.	

「
同
性
婚
訴
訟
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ 
―
札
幌
高
裁
判
決
を
い
か
に
受
け
止
め
る
か
」
世
界
九
八
二
号
（
二
〇
二
四
年
）
一
八
四
―
一

八
八
頁

134.	

「
さ
ら
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
」
憲
法
問
題
（
全
国
憲
法
研
究
会
編
）
三
六
号
（
二
〇
二
五
年
）
一
四
〇
―
一
五
二
頁

135.	

「
同
性
婚
訴
訟
、
ふ
た
つ
の
高
裁
判
決 

―
高
裁
判
事
た
ち
の
挑
戦
と
そ
こ
に
宿
る
陥
穽
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
〇
巻
二
号
（
二
〇
二
五

年
）
五
〇
―
五
七
頁

136.	

「
憲
法
に
お
け
る
「
私
益
」
と
「
公
益
」
の
距
離 

―
《
反
社
会
的
私
益
の
公
益
性
》
と
い
う
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
は
可
能
か
？
」
渕
圭
吾

＝
松
井
智
予
編
著
『
公
益
の
実
現
に
お
け
る
私
人
の
役
割
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
五
年
）
二
五
〇
―
二
六
八
頁

137.	

「
宴
の
あ
と
事
件
再
訪 

―
事
実
と
虚
構
、
政
治
と
私
事
」
愛
敬
浩
二
＝
阪
口
正
二
郎
＝
蟻
川
恒
正
編
『
憲
法
学
の
領
分 

―
中
島
徹

先
生
古
希
記
念
論
文
集
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
五
年
）
一
八
九
―
二
一
五
頁

138.	

「
国
家
神
道
と
政
教
分
離
」
島
薗
進
編
著
『
国
家
神
道
と
天
皇
制 

―
憲
法
・
君
主
制
・
宗
教
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
二
五
年
）

二
九
五
―
三
三
六
頁
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139.	

「
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
有
斐
閣O

nline

ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
二
〇
二
五
年
）

140.	

「
Ａ
Ｉ
裁
判
官
の
良
心
？ 

―
Ａ
Ｉ
時
代
の
『
法
の
支
配
』
再
論
」
瀧
川
裕
英
＝
大
屋
雄
裕
＝
郭
爵
＝
安
藤
馨
編
『
井
上
達
夫
先
生
古

稀
記
念
・
法
哲
学
と
い
う
企
て
』（
信
山
社
、
二
〇
二
五
年
）
四
五
一
―
四
七
一
頁

Ⅴ　

判
例
評
釈

1.	

「
判
例
雑
感 
―
沖
縄
日
の
丸
焼
却
事
件
」
国
会
月
報
五
七
九
号
（
一
九
九
七
年
）
五
八
―
五
九
頁

2.	

「
判
例
雑
感 

―
市
民
社
会
に
お
け
る
共
生
と
道
徳
立
法
」
国
会
月
報
六
〇
二
号
（
一
九
九
九
年
）
四
二
―
四
三
頁

3.	

「
自
己
決
定
権
と
輸
血
拒
否
」
平
成
一
〇
年
度
重
要
判
例
解
説
一
〇
―
一
一
頁
（
一
九
九
九
年
）

4.	

「
刑
罰
法
規
の
不
明
確
性
と
広
範
性 

―
福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
」
芦
部
信
喜
＝
高
橋
和
之
＝
長
谷
部
恭
男
編
『
憲
法
判

例
百
選
Ⅱ
〔
第
四
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
四
八
―
二
四
九
頁

5.	

「A
m

erican T
rucking A

ss’ns Inc. v. EPA
, 175 F.3d l027

（D
.C.Cir.1999

）, m
odified, 195 F.3d 4� 

（D
.C.Cir.1999

） 

―

環
境
保
全
庁
に
よ
る
大
気
清
浄
法
1
0
8
・
1
0
9
条
の
解
釈
は
立
法
権
委
任
禁
止
法
理
に
反
す
る
と
の
理
由
で
、
同
庁
に
明
瞭

な
基
準
の
定
立
と
当
該
法
条
の
再
解
釈
が
命
ぜ
ら
れ
た
事
例
」
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
一–

一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
二
四
九
―
二
五
三

頁

6.	

「
刑
罰
法
規
の
不
明
確
性
と
広
範
性 

―
福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
」
高
橋
和
之
＝
長
谷
部
恭
男
＝
石
川
健
治
編
『
憲
法
判

例
百
選
Ⅱ
〔
第
五
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
二
五
二
―
二
五
三
頁

7.	

「
総
理
大
臣
の
靖
國
参
拝
に
よ
る
法
的
利
益
の
侵
害
の
有
無
」
平
成
一
八
年
度
重
要
判
例
解
説
一
六
―
一
七
頁

8.	

「
テ
ロ
と
の
戦
い
と
人
身
保
護
請
求 

―Rasul v. Bush, 124 S. Ct. 2686

（2004

）; H
am

di v. Rum
sfeld, 124 S. Ct. 2633

（2004

）; Rum
sfeld v. Padilla, 124 S. Ct. 2711

（2004

）」
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
六–

一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
四
〇
―
五
四
頁

9.	

「
取
材
源
の
秘
匿
と
民
事
訴
訟
法
1
9
7
条
1
項
3
号
に
基
づ
く
証
言
拒
絶 
―
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
証
言
拒
絶
事
件
許
可
抗
告
審
決
定
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（
最
三
決
平
成
1
8
・
1
0
・
3
）」
判
例
評
論
五
八
五
号
〔
判
例
時
報
一
九
七
八
号
〕（
二
〇
〇
七
年
）
一
八
七
―
一
九
三
頁

10.	
「
古
紙
持
ち
去
り
と
刑
罰
法
規
の
明
確
性
（
最
決
平
成
2
0
・
7
・
1
7
）」
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
〇
八
年
〔
別
冊
法
学
教
室
〕
一

〇
頁

11.	

「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
の
原
則
」
樋
口
範
雄
＝
柿
嶋
美
子
＝
浅
香
吉
幹
＝
岩
田
太
編
『
ア
メ
リ
カ
法
判
例
百
選
』（
有
斐
閣
、
二
〇

一
二
年
）
六
二
―
六
三
頁

12.	

「
刑
罰
法
規
の
不
明
確
性
と
広
範
性 

―
福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
」
長
谷
部
恭
男
＝
石
川
健
治
＝
宍
戸
常
寿
編
『
憲
法
判

例
百
選
Ⅱ
〔
第
六
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
二
四
六
―
二
四
七
頁

13.	

「
夫
婦
同
氏
制
の
合
憲
性
」
長
谷
部
恭
男
＝
石
川
健
治
＝
宍
戸
常
寿
編
『
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
〔
第
七
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
）

六
六
―
六
七
頁

14.	

「
褪
色
す
る
〝
家
族
の
肖
像
〟
と
最
高
裁 

―
夫
婦
同
氏
制
合
憲
決
定
（
最
大
決
令
和
3
年
6
月
2
3
日
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
六
五

号
（
二
〇
二
一
年
）
九
一
―
九
六
頁

15.	

「
性
同
一
性
障
害
特
例
法
違
憲
決
定 

―
若
干
の
憲
法
学
的
考
察
を
付
し
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
九
五
号
（
二
〇
二
四
年
）
五
四
―
六

一
頁

16.	

「
夫
婦
同
氏
制
の
合
憲
性
」
長
谷
部
恭
男
＝
石
川
健
治
＝
宍
戸
常
寿
編
『
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
〔
第
八
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
五
年
）

六
二
―
六
三
頁

Ⅵ　

書
評
・
文
献
紹
介
（
主
要
な
も
の
の
み
掲
記
。
新
聞
記
事
は
割
愛
）

1.	

「
書
評 

―
西
修
著
『
日
本
国
憲
法
の
誕
生
を
検
証
す
る
』」
月
刊
ア
ー
テ
ィ
ク
ル
（
5
）（
14
）（
一
九
八
七
年
）
九
四
―
九
五
頁

2.	

「
よ
む 

―
石
川
明
著
『
民
事
法
の
諸
問
題
』」
月
刊
ア
ー
テ
ィ
ク
ル
（
1
）（
22
）（
一
九
八
七
年
）
六
二
―
六
三
頁

3.	

青
木
一
益
＝
駒
村
圭
吾
「Richard H

. Pildes and Cass R. Sunstein, Reinventing the Regulatory State, 62� U
. CH

I. L. 
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）」
ア
メ
リ
カ
法
一
九
九
六–

二
号
（
一
九
九
七
年
）
三
一
〇
―
三
一
四
頁

4.	

駒
村
圭
吾
＝
笹
田
栄
司
＝
安
西
文
雄
「
学
界
展
望 

憲
法
」
公
法
研
究
七
五
号
（
二
〇
一
三
年
）
二
七
五
―
三
〇
八
頁

5.	
田
島
泰
彦
＝
駒
村
圭
吾
＝
斉
藤
邦
史
「
情
報
・
メ
デ
ィ
ア
法
〔
特
集 

学
界
回
顧
2
0
1
3
〕」
法
律
時
報
八
五
巻
一
三
号
（
二
〇

一
三
年
）
三
五
―
四
一
頁

6.	

駒
村
圭
吾
＝
糠
塚
康
江
＝
安
西
文
雄
「
学
会
展
望 

憲
法
」
公
法
研
究
七
六
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
二
九
―
二
六
四
頁

7.	

田
島
泰
彦
＝
駒
村
圭
吾
＝
大
島
義
則
「
情
報
・
メ
デ
ィ
ア
法
〔
特
集 

学
界
回
顧
2
0
1
4
〕」
法
律
時
報
八
六
巻
一
三
号
（
二
〇

一
四
年
）
三
六
―
四
二
頁

Ⅶ　

講
演
・
対
談
・
座
談
会
・
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等

1.	

有
山
輝
雄
＝
柳
澤
伸
司
＝
駒
村
圭
吾
＝
中
馬
清
福
＝
小
黒
純
＝
佐
藤
卓
己
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2 

「
新
聞
研
究
」
再
考
〔
2
0
0
4

年
度
春
季
研
究
発
表
会
〕」
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
六
六
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
三
一
―
一
三
二
頁

2.	

石
川
健
治
＝
駒
村
圭
吾
＝
亘
理
格
「
小
休
止 

―
連
載
1
年
を
振
り
返
っ
て
〔
憲
法
の
解
釈
（
13
）〕」
法
学
教
室
三
三
一
号
（
二
〇

〇
八
年
）
六
五
―
八
八
頁

3.	

駒
村
圭
吾
＝
斎
藤
小
百
合
「
春
季
研
究
集
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め
〔
特
集 

日
本
国
憲
法
60
年 

―
憲
法
学
の
成
果
と
課
題
〕」

憲
法
問
題
一
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
八
―
五
六
頁

4.	

石
川
健
治
＝
駒
村
圭
吾
＝
亘
理
格
「M

ission: A
lternative 

―
連
載
2
年
を
振
り
返
っ
て
〔
憲
法
の
解
釈
（
23
・
最
終
回
）〕」
法

学
教
室
三
四
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
五
―
四
七
頁

5.	

長
谷
部
恭
男
＝
駒
村
圭
吾
＝
木
村
草
太
＝
大
沢
秀
介
＝
川
岸
令
和
＝
宍
戸
常
寿
「《
座
談
会
》
国
家
と
文
化
〔
日
本
国
憲
法
研
究

（
9
）〕」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
〇
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
四
七
―
一
六
九
頁

6.	

「
糠
塚
康
江
報
告
を
め
ぐ
る
質
疑
応
答
〔
特
集 

憲
法
と
経
済
秩
序
（
2
）〕」
企
業
と
法
創
造
七
巻
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
六
五
―
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一
六
九
頁

7.	
「
中
林
暁
生
報
告
を
め
ぐ
る
質
疑
応
答
〔
特
集 

憲
法
と
経
済
秩
序
（
2
）〕」
企
業
と
法
創
造
七
巻
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
七
〇
―

一
七
五
頁

8.	

駒
村
圭
吾
＝
阪
口
正
二
郎
＝
山
本
龍
彦
＝
大
屋
雄
裕
＝
谷
口
功
一
「《
座
談
会
》
サ
ン
デ
ル
再
読
解
／
憲
法
と
法
哲
学
」
法
学
セ
ミ

ナ
ー
六
七
七
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
八
―
三
二
頁

9.	

駒
村
圭
吾
＝
中
島
徹
「
3
・
1
1
大
震
災
と
憲
法
の
役
割
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
八
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
四
―
一
二
頁

10.	

浅
香
吉
幹
＝
駒
村
圭
吾
＝
笹
倉
宏
紀
「《
座
談
会
》 

合
衆
国
最
高
裁
判
所
2
0
1
0–

2
0
1
1
年
開
廷
期
重
要
判
例
概
観
」
ア
メ

リ
カ
法
二
〇
一
一–
二
（
二
〇
一
二
年
）
三
〇
一
―
三
九
七
頁

11.	

浅
香
吉
幹
＝
駒
村
圭
吾
＝
笹
倉
宏
紀
「《
座
談
会
》 

合
衆
国
最
高
裁
判
所
2
0
1
1–

2
0
1
2
年
開
廷
期
重
要
判
例
概
観
」
ア
メ

リ
カ
法
二
〇
一
二–

二
（
二
〇
一
三
年
）
二
二
五
―
三
〇
三
頁

12.	

「【
教
授
に
訊
き
た
い
】
法
学
部 

駒
村
圭
吾
教
授
」Jukshin.com

二
〇
一
三
年
六
月
一
四
日
（
慶
應
義
塾
新
聞
会
）

13.	

宍
戸
常
寿
＝
小
山
剛
＝
駒
村
圭
吾
＝
寺
田
麻
祐
「
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
・
表
現
の
現
在 

―
情
報
通
信
規
制
の
現
在
を
踏
ま
え
て
」
国

際
基
督
教
大
学
（
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

14.	

浅
香
吉
幹
＝
駒
村
圭
吾
＝
笹
倉
宏
紀
「《
座
談
会
》
合
衆
国
最
高
裁
判
所
2
0
1
2–

2
0
1
3
年
開
廷
期
重
要
判
例
概
観
」
ア
メ

リ
カ
法
二
〇
一
三–

二
（
二
〇
一
四
年
）
一
九
七
―
二
七
五
頁

15.	
O

n the Recent Japanese Suprem
e Court D

ecision and Its Im
plications on Japan's Im

m
igration Policy, in 

M
ERID

IA
N

 180

（Cornel U
niversity Law

 School, Sep. 2014

）, http://m
eridian-180.org/en/citizens-and-

strangers-Japan-Suprem
e-Court  

※
英
語
の
ほ
か
に
日
本
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
版
が
あ
る

16.	

長
谷
部
恭
男
＝
佐
々
木
雅
寿
＝
川
岸
令
和
＝
駒
村
圭
吾
＝
宍
戸
常
寿
「《
座
談
会
》
対
話
的
違
憲
審
査
制
〔
日
本
国
憲
法
研
究

（
14
）〕」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
〇
六
―
二
一
七
頁

17.	

大
石
裕
＝
片
山
杜
秀
＝
駒
村
圭
吾
＝
山
腰
修
三｢

《
座
談
会
》｣

池
上
彰
ほ
か
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
甦
る
か
』（
慶
應
義
塾
大
学
出



492

法学研究 99 巻 3 号（2026：3）

版
会
、
二
〇
一
五
年
）
五
九
―
一
六
〇
頁

18.	

長
谷
部
恭
男
＝
日
野
愛
郎
＝
柿
崎
明
二
＝
川
岸
令
和
＝
駒
村
圭
吾
＝
宍
戸
常
寿
「《
座
談
会
》
選
挙
政
治
と
政
治
過
程
〔
日
本
国
憲

法
研
究
（
15
）〕」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
三
三
―
一
四
九
頁

19.	
「
憲
法
学
者
が
見
た
審
査
会　
〈
考
論
〉「
法
の
支
配
」
失
う
恐
れ
」
朝
日
新
聞
二
〇
一
五
年
六
月
一
二
日

20.	

長
谷
部
恭
男
＝
曽
我
部
真
裕
＝
川
岸
令
和
＝
駒
村
圭
吾
＝
宍
戸
常
寿
「《
座
談
会
》
表
現
の
自
由
〔
日
本
国
憲
法
研
究
（
16
）〕」
論

究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
五
九
―
一
七
五
頁

21.	

愛
敬
浩
司
＝
高
田
篤
＝
長
谷
部
恭
男
＝
川
岸
令
和
＝
駒
村
圭
吾
＝
宍
戸
常
寿
「《
座
談
会
》
国
家
緊
急
事
態
条
項
〔
日
本
国
憲
法
研

究
（
17
）〕」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
四
二
―
一
六
八
頁

22.	

粂
川
麻
里
生
＝
涌
井
昌
俊
＝
中
室
牧
子
＝
駒
村
圭
吾
「《
座
談
会
》「
学
問
の
独
立
」
を
問
う
」
三
田
評
論
一
一
九
五
号
（
二
〇
一
五

年
）
一
〇
―
二
四
頁

23.	

木
村
草
太
＝
駒
村
圭
吾
＝
山
本
理
顕
「《
座
談
会
》
公
共
空
間
を
考
え
る 

―
技
術
者
と
し
て
法
を
語
る
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
三
三
号

（
二
〇
一
六
年
）
三
六
―
四
八
頁

24.	

片
桐
直
人
＝
高
橋
匡
＝
長
谷
部
恭
男
＝
川
岸
令
和
＝
駒
村
圭
吾
＝
宍
戸
常
寿
「《
座
談
会
》
中
央
銀
行
論
〔
日
本
国
憲
法
研
究

（
18
）〕」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
六
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
四
九
―
一
六
九
頁

25.	

小
島
慎
司
＝
長
谷
部
恭
男
＝
川
岸
令
和
＝
駒
村
圭
吾
＝
宍
戸
常
寿
「《
座
談
会
》
オ
ー
リ
ウ
の
制
度
理
論
〔
日
本
国
憲
法
研
究

（
19
）〕」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
八
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
六
〇
―
一
七
三
頁

26.	

志
田
陽
子
＝
長
谷
部
恭
男
＝
川
岸
令
和
＝
駒
村
圭
吾
＝
宍
戸
常
寿
「《
座
談
会
》
芸
術
の
自
由
〔
日
本
国
憲
法
研
究
（
20
）〕」
論
究

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
七
〇
―
一
八
九
頁

27.	

西
村
裕
一
＝
長
谷
部
恭
男
＝
駒
村
圭
吾
＝
川
岸
令
和
＝
宍
戸
常
寿
「《
座
談
会
》
天
皇
の
生
前
退
位
〔
日
本
国
憲
法
研
究
（
21
）〕」

論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
〇
号
（
二
〇
一
七
年
）
六
六
―
七
八
頁

28.	

「
2
0
1
5
年
安
保
国
会
の
お
さ
ら
い　

憲
法
の
解
釈
法
を
め
ぐ
っ
て 

―
1
9
7
2
年
政
府
見
解
と
、
７
・
１
閣
議
決
定
に
お
け
る
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集
団
的
自
衛
権
の
限
定
的
行
使
容
認
」
法
律
学
講
座
二
〇
一
六
第
四
回
（
慶
應
大
阪
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
）（
二
〇
一
七
年
二
月
）

29.	
千
葉
勝
美
＝
渡
辺
康
行
＝
駒
村
圭
吾
「
憲
法
訴
訟
の
動
向 

―
実
務
と
学
問
の
対
話
」
憲
法
理
論
研
究
会
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
二
〇
一
七
年
七
月
）

30.	

「
九
条
の
命
運
」
小
林
よ
し
の
り
＝
井
上
達
夫
＝
山
尾
志
桜
里
＝
駒
村
圭
吾
＝
曽
我
部
昌
裕
『
ゴ
ー
宣
〈
憲
法
〉
道
場
Ⅰ
白
帯
』（
毎

日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
九
八
―
一
三
三
頁

31.	

「〝
権
力
者
〟
の
自
己
言
及 

―
言
葉
／
意
味
／
権
力
」
慶
應
大
阪
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
一
〇
周
年
記
念
式
典
（
二
〇
一
八
年
七
月
）

32.	

「
憲
法
改
正
に
関
す
る
議
論
と
〝
砂
川
判
決
〟
の
現
代
的
意
義
」
三
田
法
曹
会
・
実
務
研
究
会
（
二
〇
一
八
年
七
月
）

33.	

駒
村
圭
吾
＝
山
尾
志
桜
里
「
真
の
立
憲
主
義
と
憲
法
改
正
の
核
心
」
山
尾
志
桜
里
『
立
憲
的
改
憲
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
八
年
）

三
〇
五
―
三
七
〇
頁

34.	

「
憲
法
と
家
族 

―
同
性
婚
訴
訟
の
出
口
戦
略
」
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座
（
二
〇
一
九
年
一
一
月
）

35.	

駒
村
圭
吾
＝
安
井
正
人
「
―
研
究
の
新
し
い
未
来
を
切
り
拓
く
― 

駒
村
圭
吾
（
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
初
代
所
長
）
／
安
井
正
人
（
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ

新
所
長
）」
慶
應
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
トW

ebsite

（
二
〇
一
九
年
一
月
三
一
日
）

36.	

「
憲
法
と
家
族 

―
リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド
（
法
的
思
考
）
の
本
質
と
は
何
か
？ 

―
夫
婦
同
氏
問
題
を
考
え
る
・
同
性
婚
の
実
現
を

求
め
て
」
第
三
回Global Café

（Specialist Lecture

）（
東
京
学
芸
大
附
属
国
際
中
等
学
校
）（
二
〇
一
九
年
六
月
）

37.	

「
神
経
法
学
（neurolaw

）
の
挑
戦 

―
ブ
レ
イ
ン
テ
ッ
ク
の
法
・
倫
理
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」「
次
世
代
脳
」
冬
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
２
２
（
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標
１
金
井
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）（
二
〇
二
二
年
一
二
月
）

38.	

「【
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】
駒
村
圭
吾
法
学
部
教
授
「
主
権
者
を
疑
う 

―
統
治
の
主
役
は
誰
な
の
か
？
」
慶
應
義
塾
大
学
サ
イ

バ
ー
文
明
研
究
セ
ン
タ
ーW

ebsite

（
二
〇
二
三
年
九
月
七
日
）

39.	

皆
川
泰
代
＝
柚
﨑
通
人
＝
牛
場
潤
一
＝
南
澤
孝
太
＝
駒
村
圭
吾
「
座
談
会 
人
類
の
可
能
性
を
開
拓
す
る
総
合
知
の
未
来
」
三
田
評

論
一
二
六
四
号
（
二
〇
二
二
年
）
八
―
二
五
頁

40.	

早
川
浩
＝
駒
村
圭
吾
「
ア
ジ
ア
初
、
ロ
ン
ド
ン
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
「
国
際
生
涯
功
労
賞
」
を
受
賞 

株
式
会
社
早
川
書
房 

代
表
取
締
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役
社
長 

早
川
浩
（
は
や
か
わ
ひ
ろ
し
）
さ
ん
」
三
田
評
論
一
二
六
八
号
（
二
〇
二
二
年
）
七
四
―
七
九
頁

41.	

笹
田
珠
生
＝
駒
村
圭
吾
「
米
金
融
大
手
の
日
本
代
表
を
務
め
る Bank of A

m
erica

在
日
代
表
、BofA

証
券
株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長 

笹
田
珠
生
（
さ
さ
だ
た
ま
お
）
さ
ん
」
三
田
評
論
一
二
八
〇
号
（
二
〇
二
三
年
）
五
二
―
五
七
頁

42.	
増
田
雅
史
＝
山
本
龍
彦
＝
駒
村
圭
吾
「
座
談
会 

メ
タ
バ
ー
ス
を
語
る
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
八
巻
二
号
（
二
〇
二
三
年
）
四
―
一
九

頁

43.	

「「
脳
・
心
・
身
体
」
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

―
文
理
融
合
・
領
域
横
断
研
究
へ
の
招
待
」
協
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
理
系
の
ス
ス
メ
」（
慶
應

義
塾
高
等
学
校
）（
二
〇
二
三
年
一
一
月
）

44.	

四
元
弘
子
＝
八
代
嘉
美
＝
牛
場
潤
一
＝
小
久
保
智
淳
＝
駒
村
圭
吾
「
座
談
会 

文
・
理
を
超
え
て
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
ど
う
向
き
あ

う
か
」
三
田
評
論
一
二
九
一
号
（
二
〇
二
四
年
）
一
〇
―
二
六
頁

45.	

「「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
の
近
時
の
動
向
と
「
唯
一
の
立
法
機
関
」」
第
六
回
マ
リ
フ
ォ
ー
国
会
（
院
内
集
会
）（
公

益
社
団
法
人M

arriage for A
ll

）（
二
〇
二
四
年
三
月
）

46.	

「
家
族
と
憲
法 

―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
法
と
社
会
」
明
日
の
法
律
家
講
座
（
伊
藤
塾
）（
二
〇
二
四
年
五
月
）

47.	

「
ど
う
な
る
同
性
婚
？ 

―
相
次
ぐ
司
法
判
断 

国
会
は
ど
う
す
る
べ
き
か
？
」
ウ
エ
ビ
ナ
ー
・
札
幌
高
裁
判
決
徹
底
解
説
（
公
益
社

団
法
人M

arriage for A
ll

）（
二
〇
二
四
年
六
月
）

48.	

「
同
性
婚
の
実
現
は
、
み
ん
な
が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
だ
け
で
誰
も
困
ら
な
い　

慶
応
大
・
駒
村
圭
吾
教
授
に
聞
く
札
幌
高
裁
判
決
の

意
義
」
東
京
新
聞
二
〇
二
四
年
四
月
二
日

49.	

太
田
勝
造
＝
駒
村
圭
吾
＝
髙
部
眞
規
子
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
司
法
制
度
改
革
の
現
代
的
課
題
（
テ
ー
マ
：
Ａ
Ｉ
時
代
の

法
の
支
配
））」
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
第
三
〇
回
司
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）（
二
〇
二
四
年
一
一
月
）

50.	

駒
村
圭
吾
＝
小
久
保
智
淳
「
神
経
法
学
は
法
学
の
「
認
知
革
命
」
か
？ 

―
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ッ
ク
と
人
文
社
会
科
学
」
協
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
理
系
の
ス
ス
メ
」（
慶
應
義
塾
高
等
学
校
）（
二
〇
二
四
年
一
二
月
）

51.	

島
薗
進
＝
松
本
佐
保
＝
駒
村
圭
吾
「
現
代
ア
メ
リ
カ
か
ら
み
る
「
法
の
支
配
」
と
宗
教 

―
新
た
な
「
宗
教
の
自
由
」
の
広
が
り
と
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立
憲
体
制
」
現
代
宗
教
（
国
際
宗
教
研
究
所
編
）（
二
〇
二
五
年
）
五
―
五
〇
頁

52.	
「
憲
法
は
死
ん
だ
の
か
？　

駒
村
圭
吾
さ
ん
が
語
る
「
忖
度
の
連
鎖
」
へ
の
処
方
箋
」
朝
日
新
聞
二
〇
二
五
年
四
月
一
九
日

53.	
島
薗
進
＝
駒
村
圭
吾
＝
松
平
徳
仁
「
鼎
談
『
国
家
神
道
と
政
教
分
離
』
島
薗
進
編
『
国
家
神
道
と
天
皇
制 

―
憲
法
・
君
主
制
・
宗

教
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
二
五
年
）
三
七
一
―
四
〇
三
頁

54.	

「
ど
う
な
る
同
性
婚
？ 

―
来
る
べ
き
最
高
裁
判
決
と
求
め
ら
れ
る
立
法
措
置
に
向
け
て
」
第
八
回
マ
リ
フ
ォ
ー
国
会
（
院
内
集
会
）

（
公
益
社
団
法
人M

arriage for A
ll

）（
二
〇
二
五
年
一
二
月
）

55.	

草
野
耕
一
＝
田
中
亘
＝
駒
村
圭
吾
「
草
野
耕
一
最
高
裁
判
所
判
事
退
官
記
念
座
談
会
：
倫
理
と
経
済
が
交
わ
る
場
と
し
て
の
司
法
」

第
二
回
「
憲
法
①
（
前
編
・
後
編
）」
有
斐
閣online

ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
二
〇
二
五
年
）

Ⅷ　

学
会
報
告
等

（
学
会
報
告
に
相
当
す
る
分
量
・
内
容
の
も
の
は
弁
護
士
会
や
市
民
団
体
な
ど
で
の
そ
れ
で
も
こ
ち
ら
に
分
類
）

（
な
お
、
英
語
に
よ
る
も
の
は
「
０
」
参
照
）

1.	

「
情
報
社
会
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
」
メ
デ
ィ
ア
と
法
研
究
会
（
一
九
九
七
年
二
月
）

2.	

「
放
送
通
信
法
制
の
メ
タ
理
論 

―
「
表
現
の
自
由
」「
多
様
性
・
多
元
性
」「
公
共
性
」
を
め
ぐ
っ
て
」
放
送
法
研
究
会
（
一
九
九
八

年
一
月
）

3.	

「
女
性
と
人
権
」
と
ち
ぎ
女
性
問
題
研
究
会
（
一
九
九
八
年
二
月
）

4.	

「
公
民
的
共
和
主
義
の
ゆ
く
え 

―
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
「
民
主
主
義
の
不
満
」
を
め
ぐ
っ
て
」
東
京
法
哲
学
研
究
会
（
一
九
九
八

年
五
月
）

5.	

「
報
道
と
表
現
の
自
由 

―
そ
の
内
と
外
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
研
修
（
一
九
九
九
年
三
月
）

6.	

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
立
行
政
機
関
と
権
力
分
立 

―
中
央
銀
行
の
独
立
性
の
理
論
的
基
礎
に
向
け
て
」
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
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（
二
〇
〇
〇
年
二
月
）

7.	

「
表
現
の
自
由
の
公
共
的
使
用
」
日
本
法
政
学
会
第
九
三
回
総
会
・
研
究
会
（
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）

8.	
「『
権
力
分
立
の
諸
相
』
の
概
要 

―
人
権
救
済
機
関
の
「
設
置
形
態
」
に
寄
せ
て
」
日
本
弁
護
士
連
合
会
・
人
権
擁
護
委
員
会
施
策

問
題
研
究
会
（
二
〇
〇
一
年
六
月
）

9.	

「
情
報
空
間
に
お
け
る“Public”

の
概
念 

―
ア
メ
リ
カ
の
デ
ジ
タ
ル
・
テ
レ
ビ
規
制
」
比
較
憲
法
学
会
第
一
三
回
総
会
報
告
（
二
〇

〇
一
年
一
〇
月
）

10.	

「
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
・
立
憲
主
義 

―
個
人
情
報
保
護
を
原
理
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
」
日
本
法
政
学
会
第
九
七
回
総

会
・
研
究
会
（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）

11.	

「
討
議
民
主
政
論
の
挑
戦
」
全
国
憲
法
研
究
会
二
〇
〇
五
年
度
秋
季
研
究
総
会
（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）

12.	

「
警
察
と
市
民 

―
自
由
と
権
力
の
構
造
転
換
」
日
本
公
法
学
会
第
第
七
一
回
総
会
・
第
一
部
会
報
告
（
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）

13.	

「「
メ
デ
ィ
ア
の
法
」
か
ら
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
法
」
へ 

―
近
時
の
憲
法
学
に
お
け
る
理
論
動
向
に
寄
せ
て
」
日
本
マ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
二
〇
〇
七
年
度
春
季
総
会
・
研
究
発
表
会
（
二
〇
〇
七
年
六
月
一
〇
日
）

14.	

「
違
憲
審
査
基
準
論 

―
目
的
手
段
審
査
を
中
心
に
」
憲
法
問
題
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
九
月
）

15.	

「「
意
味
の
秩
序
」
の
動
態
と
静
態
」
憲
法
理
論
研
究
会
・
月
例
研
究
会
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）

16.	

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利 

―
そ
の
『
空
間
系
』
と
『
情
報
系
』」
日
経
電
子
版
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
『
成
長
戦
略
を
実
現
す
る
デ
ー
タ

活
用
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

17.	

「
人
格
的
自
律
権
構
想
を
振
り
返
る 

―
憲
法
と
そ
の
外
部
」
日
本
公
法
学
会
第
八
〇
回
総
会
・
総
会
報
告
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

18.	

「
司
法
と
市
民
を
つ
な
ぐ
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
意
義
と
役
割
」
札
幌
弁
護
士
会
（
二
〇
一
八
年
八
月
）

19.	

「
表
現
の
自
由
の
プ
ラ
ク
シ
ス
」
情
報
法
制
研
究
所
（
第
七
回
情
報
法
セ
ミ
ナ
ーin

京
都
）（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
）

20.	

「Privacy’ Past 

―
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念
の
古
典
的
構
想
と
そ
の
現
代
的
意
義
」
読
売
新
聞
調
査
研
究
本
部
（「
未
来
デ
ジ
タ
ル

勉
強
会
」（
二
〇
一
九
年
一
二
月
）
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21.	
「
圏
域
行
政
構
想
と
地
方
自
治 

―
憲
法
学
の
視
点
か
ら
」
札
幌
弁
護
士
会
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

22.	
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
何
か
」
第
一
五
回
日
本
精
神
対
話
学
会
（
二
〇
二
〇
年
九
月
）

23.	
「
緊
急
事
態
条
項
と
憲
法
改
正
」
埼
玉
弁
護
士
会
（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
）

24.	

「
井
上
達
夫
『
立
憲
主
義
と
い
う
企
て
』（
2
0
1
9
年
、
東
大
出
版
会
）
合
評
会
」
東
京
法
哲
学
会
（
二
〇
二
一
年
五
月
）

25.	

「
憲
法
の
危
機
（constitutional crisis

）
に
つ
い
て
」
全
国
憲
法
研
究
会
二
〇
二
一
年
度
秋
季
研
究
総
会
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）

26.	

「
法
学
は
、
月
に
行
け
る
か
？ 

―Internet of Brains

の
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
課
題
」IoB-S O

pen Forum
 1� （

ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標
１
）

（
二
〇
二
二
年
五
月
）

27.	

「
⾝
体
的
能
⼒
と
知
覚
能
⼒
の
拡
張
に
よ
る
⾝
体
の
制
約
か
ら
の
解
放
と
そ
の
諸
課
題
」（
金
井
良
太
氏
と
と
も
に
）
日
本
学
術
会
議

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
誰
も
が
夢
を
追
求
で
き
る
ア
バ
タ
ー
共
⽣
社
会
の
実
現
を
⽬
指
し
て
」（
⽇
本
学
術
会
議
「
情
報
学
委
員
会

Ｉ
Ｔ
の
⽣
む
諸
課
題
検
討
分
科
会
」）（
二
〇
二
二
年
七
月
）

28.	

「
国
家
神
道
と
政
教
分
離
」
セ
ミ
ナ
ー
「
戦
後
日
本
と
国
家
神
道
」
東
京
自
由
大
学
（
二
〇
二
二
年
一
一
月
）

29.	

「
神
経
科
学
の
法
的
課
題
」
東
京
第
二
弁
護
士
会
（
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
委
員
会
定
例
研
修
）（
二
〇
二
三
年
一
月
）

30.	

「《
共
生
の
た
め
の
闘
争
》
と
し
て
の
「
同
性
婚
訴
訟
」」
立
憲
民
主
党
憲
法
調
査
会
（
二
〇
二
三
年
三
月
）

31.	

「
ブ
レ
イ
ン
テ
ッ
ク
の
挑
戦
を
法
学
・
倫
理
学
は
い
か
に
受
け
止
め
る
か 

―
「
神
経
法
学
（neurolaw

）」
の
構
築
に
向
け
て
」
情

報
処
理
学
会
主
催
：
連
続
セ
ミ
ナ
ー
2
0
2
3
「
人
と
Ａ
Ｉ
が
共
生
す
る
社
会
に
向
け
た
情
報
技
術
」
第
八
回
：
ブ
レ
イ
ン
テ
ッ

ク
（
2
） 

―
メ
デ
ィ
カ
ル
と
エ
シ
ッ
ク
ス
（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
）

32.	

「
い
わ
ゆ
る
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
を
め
ぐ
る
理
想
と
現
実 

―
神
経
科
学
技
術
を
対
象
と
す
る
さ
さ
や
か
な
経
験
か
ら
見
た
管
見
」
九
州
大
学
人

社
系
協
働
研
究
・
教
育
コ
モ
ン
ズ
企
画
「「
人
社
系
の
知
」
と
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
」（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
）

33.	

「A
n A

ffi
rm

ative A
ction Baby

の
そ
の
後 

―
積
極
的
措
置
論
争
の
帰
趨
と
近
時
の
最
高
裁
判
決
」
ア
メ
リ
カ
政
治
学
研
究
会

（
二
〇
二
三
年
一
二
月
）

34.	

「
ブ
レ
イ
ン
テ
ッ
ク
の
挑
戦
を
法
学
は
い
か
に
受
け
止
め
る
か 

―
「
神
経
法
学
（neurolaw

）」
の
構
築
に
向
け
て
」
二
〇
二
三
年
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度
生
理
研
研
究
会
／
脳
神
経
倫
理
研
究
会
「
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
」（
生
理
学
研
究
所
）（
二
〇
二
三
年
一
月
）

35.	

「
Ａ
Ｉ
時
代
の
法
の
支
配
」
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
第
三
〇
回
司
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
運
営
委
員
会
勉
強
会
）（
二
〇
二
四
年
五
月
）

36.	
「
家
族
・
憲
法
・
法
曹 

―
同
性
婚
訴
訟
を
中
心
に
」M

H
M

 Pride 2024

（
森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
）（
二
〇
二
四
年
六
月
）

37.	
「
同
性
婚
と
憲
法 

―
相
次
ぐ
司
法
判
断
、
国
会
は
ど
う
す
る
べ
き
か
？
」
駒
村
圭
吾
研
究
室
主
催
・
岩
波
書
店
共
催
「
講
演
会
・
同

性
婚
訴
訟 

―
司
法
に
は
何
が
で
き
る
の
か
？
」（
二
〇
二
四
年
六
月
）

38.	
N

eurotechnology and N
eurolaw

: ELSI and Governance in the D
esign of International Fram

ew
ork, at T

he 10
th 

CiN
et Conference: Frontiers of Responsible Research and Innovation in N

euroscience

（
脳
情
報
通
信
融
合
研
究
セ

ン
タ
ー
（
大
阪
大
学
）（
二
〇
二
四
年
一
二
月
）

39.	

「
憲
法
の
現
代
的
問
題 
―
家
族
・
性
・
憲
法
の
現
況
」
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
・
関
東
弁
護
士
会
連
合
会
共
催
「
法
務
研
修
」（
二

〇
二
五
年
一
月
）

40.	

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
」
立
憲
民
主
党
政
務
調
査
会
（
法
務
部
門
・
党
選
択
的
夫
婦
別
姓
実
現
本
部
合
同
会
）（
二
〇
二
五
年

三
月
）

41.	

「
現
代
社
会
の
お
け
る
「
政
教
分
離
」
の
意
義
と
課
題
」
日
本
弁
護
士
連
合
会
・
東
京
三
会
（
四
会
）
憲
法
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
二
〇
二
五
年
五
月
）

42.	

「
21
世
紀
の
〝
モ
ラ
ル
・
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
〟 

―
福
澤
に
お
け
る
『
自
由
』『
幸
福
』『
蛆
虫
の
本
分
』
福
澤
先
生
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
経
済

書
講
述
記
念
講
演
会
（
慶
應
義
塾
大
学
）（
二
〇
二
五
年
五
月
）

43.	
Law

’s D
om

ain, Brain’s D
om

inion: Fundam
ental Issues in N

eurotechnology from
 a Legal Perspective, at 

N
eurolaw

 in A
ction: N

eurotech and ELSI in the Global/A
sian Contexts 

（IoB-S

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）（
二
〇
二
五

年
一
一
月
八
日
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
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Ⅸ　

評
論
・
エ
ッ
セ
イ
・
そ
の
他

1.	
小
林
節
＝
駒
村
圭
吾
「
主
要
文
献
紹
介 

最
高
裁
判
所
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
『
今
日
の
最
高
裁
判
所 

―
現
点
と
原
点
」（
日
本
評

論
社
、
一
九
八
八
年
）
二
三
八
―
二
四
八
頁

2.	

「
法
学
」
文
化
生
活
：
東
京
文
化
短
期
大
学
学
誌
（
30
）（
一
九
九
一
年
）
三
二
―
三
七
頁

3.	

「
憲
法
判
例
のReverse Engineering

」
三
色
旗
六
七
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
九
―
一
四
頁

4.	

「『
つ
か
の
ま
の
自
由
』
と
し
て
の
ジ
ャ
ズ
」
三
色
旗
六
九
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
七
頁

5.	

「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
と
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル 

―
あ
る
い
は
、Living Carelessly in Princeton and Elsew

here

」
法
学
セ
ミ

ナ
ー
六
四
九
号
（
二
〇
〇
九
年
）
三
四
―
三
七
頁

6.	

「
オ
バ
マ
大
統
領
と
黒
人
の
来
歴
〔
現
代
の
人
権
（
13
）〕」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
五
二
号
（
二
〇
〇
九
年
四
月
）
一
頁

7.	

「
政
治
的
で
あ
る
こ
と
」
三
色
旗
七
五
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
九
頁

8.	

「
ロ
ー
・
ア
ン
グ
ル 

日
本
研
究
と
し
て
の
改
憲
論 

―
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
に
お
け
る
憲
法
改
正
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
五
巻
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
六
―
四
九
頁

9.	

「
政
権
交
代
の
狂
騒
の
後
で
冷
静
に
政
党
に
つ
い
て
考
え
る
〔
平
成
二
二
年
度
慶
應
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

政
党
制
を
め
ぐ
る
諸
問

題
〕」
法
学
研
究
八
三
巻
一
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
九
―
一
一
二
頁

10.	

武
田
徹
＝
藤
田
真
文
＝
山
田
健
太
監
修
『
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
事
典
』（
三
省
堂
、
二
〇
一
四
年
）
執
筆
参
加

11.	

「
継
ぐ
と
い
う
こ
と
」
塾
二
八
五
号
（
二
〇
一
五
年
冬
号
）
一
頁

12.	

「
自
分
自
身
を
救
う
た
め
に
読
む
1
冊 

―
永
山
則
夫
『
木
橋
』」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
二
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
頁

13.	

「
1
2
5
年
前
の
ご
恩
に
感
謝
す
る
旅 

―
慶
應
キ
ャ
ラ
バ
ン
＠
ハ
ー
バ
ー
ド
顚
末
記
」
三
田
評
論
一
一
八
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
五

八
―
六
一
頁

14.	

「〝
自
分
自
身
〟
を
ひ
ろ
い
読
み
す
る
」
法
学
教
室
四
一
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
〇
―
三
一
頁
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15.	

「
本
企
画
の
趣
旨
〔
特
集 

公
共
空
間
を
考
え
る 

―
技
術
者
と
し
て
法
を
語
る
〕」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
三
三
号
（
二
〇
一
六
年
）
二
〇

―
二
一
頁

16.	
「
憲
法
9
条
の
3
つ
の
命
運
と
は
」W

eb Ronza

（
論
座
）（
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
二
日
）

17.	
「
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
の
創
設
に
あ
た
っ
て
」
三
田
評
論
一
二
〇
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
二
〇
―
一
二
一
頁

18.	

「
2
0
1
8
年
、
日
本
国
憲
法
と
戦
後
の
現
在
地
」W

eb Ronza

（
論
座
）（
二
〇
一
八
年
一
月
一
七
日
）

19.	

「
家
族
の
憲
法
論
、
そ
の
不
在
に
つ
い
て
（
上
・
下
）」W

eb Ronza

（
論
座
）（
上
：
二
〇
一
九
年
五
月
一
七
日
）（
下
：
同
年
五

月
二
〇
日
）

20.	

「
ゼ
ミ
を
語
ろ
う 
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
駒
村
圭
吾
ゼ
ミ
（
憲
法
） 

―
談
論
風
発
の
言
論
空
間
で
真
の
「
リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」

を
養
う
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
六
巻
九
号
（
二
〇
二
一
年
）
二
―
三
頁

21.	

「「
壊
す
人
」
と
し
て
の
主
権
者
」
ち
く
ま
六
二
六
号
（
二
〇
二
三
年
）
一
〇
―
一
一
頁

22.	

「「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟 

札
幌
高
裁
が
認
め
た
憲
法
24
条
違
反 

同
性
カ
ッ
プ
ル
も
「
婚
姻
の
権
利
主
体
」
に
」
週

刊
金
曜
日
三
二
巻
一
六
号
（
二
〇
二
四
年
）
三
〇
―
三
二
頁

23.	

「
思
考
の
す
す
め　

選
択
的
夫
婦
別
姓
反
対
論
に
思
う
こ
と
」
三
色
旗
二
〇
二
五
年
四
月
裏
表
紙
裏

24.	

「
21
世
紀
の
〝
モ
ラ
ル
・
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
〟 
―
福
澤
に
お
け
る
『
自
由
』『
幸
福
』『
蛆
虫
の
本
分
』《
福
澤
先
生
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
経
済

書
講
述
記
念
講
演
会
》」
三
田
評
論
一
三
〇
一
号
（
二
〇
二
五
年
）
五
二
―
六
九
頁

25.　
「
銃
口
の
前
で
尊
厳
は
有
効
か
？
」
F
O
C
A
L
（
慶
應
義
塾
大
学X

 D
ignity

セ
ン
タ
ー
）（
二
〇
二
五
年
）focal 002

（https://w
w

w
.x-dignity.kgri.keio.ac.jp/focal/002/

）


